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世
界
八
十
ヶ
国
余
か
ら
延
べ

二
千
五
百
人
が
参
加

第
四
十
八
回

M
R
A
コ
l
世
界
大

会
は
、
七
月
八
日
か
ら
八
月
二
十
八

日
に
か
け
て
ス
イ
ス
、
コ

l
の
M
R

A
世
界
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。
「
信

頼
と
平
和
の
創
造
者
へ
L

と
い
う
総

合
テ

1
マ
の
も
と
で
、
全
世
代
間
ダ

イ
ア
ロ
ー
グ
「
過
去
、
現
在
、
未
来

の
責
任
を
分
か
ち
合
う
た
め
に
」
、
産

業
人
会
議
「
失
業
問
題
の
挑
戦
へ
の

対
応
」
、
コ

1
円
卓
会
議
「
収
益
性
と

企
業
の
地
球
的
責
任
は
両
立
す
る

か
、
そ
れ
と
も
相
反
す
る
か
？
」
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
会
議
「
多
様
性
の
中
の
調

和
｜
｜
様
々
な
一
一

l
ズ
を
抱
え
る
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
」
、
女
性
主
催
会
議
「
平
和

の
創
造
者
｜
｜
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
行
動

へ
L

、
紛
争
地
域
会
議
「
危
機
に
陥
っ

て
い
る
地
域
、
危
機
を
脱
し
つ
つ
あ

る
地
域
｜
｜
互
い
の
経
験
か
ら
学

ぶ
」
が
聞
か
れ
た
。

約
八
十
ヶ
国
、
二
千
五
百
人
に
の

ぼ
る
参
加
者
に
混
じ
っ
て
日
本
か
ら

は
遠
藤
賓
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
駐
在
大
使
夫

妻
、
黒
河
内
康
ベ
ル
ン
駐
在
大
使
、

関
西
日
本
ス
イ
ス
協
会
派
遣
の
中
学

生
六
名
な
ど
五
十
一
名
が
参
加
し

た。
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生
後
四
ヶ
月
の
幼
児
か
ら
ノ
十
六

歳
の
老
人
ま
で
が
参
加
し
た
全
世
代

問
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
で
は
、
異
な
る
世

代
が
会
議
の
運
営
や
進
行
に
あ
た
っ

た
他
、
家
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
戦

時
下
で
の
親
の
苦
労
話
、
教
室
で
は

語
り
づ
ら
い
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー

の
将
来
に
対
す
る
不
安
な
ど
が
、
家

族
的
な
雰
囲
気
の
中
で
語
ら
れ
た
。

コ
l
の
特
徴
は
？
と
た
ず
ね
ら
れ
た

あ
る
ア
フ
リ
カ
の
女
性
は
「
ア
フ
リ

カ
の
男
が
台
所
で
働
く
世
界
で
唯
一

の
場
所
ノ
・
」
と
答
え
た
。

英
国
で
は
「
ス
イ
ス
の
国
際
会
議

場
で
一
夏
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
広
告
を
全
国

の
大
学
雑
誌
に
掲
載
し
ア
ル
バ
イ
ト

を
募
っ
た
結
果
、
六
百
人
が
応
募
し
、

四
十
人
の
面
接
者
の
中
か
ら
十
二
人

が
採
用
さ
れ
、
一
ヶ
月
以
上
コ

l
の

運
営
に
あ
た
っ
た
。
初
め
は
皿
洗
い

な
ど
の
作
業
を
中
心
に
担
当
し
た
が
、

後
に
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
進
行
等
も

行
う
よ
う
に
な
り
、
中
に
は
滞
在
を

延
長
し
て
会
議
で
積
極
的
に
発
言
す

る
学
生
も
あ
ら
わ
れ
た
。

． 「この会議では時火の傷を総すという欠かせないテーマを扱っています。それにはお
互いに耳を傾け合い、学び合うことが前提条件て・す」とJるスイス外務行ヤコプ・ケレ
ンパーガー外務次r1・

ヨニ晶、 ／ 耳、』 ー ， 
．スーダンのジョゼフ ・ラグ一元副大統領（左）を初めとするアフリカ作IEI代表と怨談
する県河内！ぷ駐スイス大使

産
業
人
会
議

失
業
問
題
に
焦
点
を
あ
て
た
産
業

人
会
議
の
回
目
頭
で
発
言
し
た

I
L
O

の
ピ

l
タ
1
・
ド
ュ

1
カ
l
労
働
市

場
政
策
部
長
は
「
自
由
市
場
経
済
と

民
主
主
義
、
平
等
、
社
会
正
義
と
を

い
か
に
調
和
さ
せ
る
か
が
世
界
的
大

問
題
で
あ
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
労
働
は
物
品
で
は
な
い
。
労
働
市
場

は
製
品
市
場
で
は
な
い
。
雇
用
創
出

は
人
間
の
尊
厳
の
問
題
で
あ
る
」
と

強
調
し
た
。
又
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
港

湾
労
働
組
合
ジ
ム
・
ベ
ッ
ク
ス
前
委

員
長
は
、
三
年
間
の
技
術
多
様
化
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
ド
ッ
グ
の

組
合
を
二
十
七
か
ら

二
つ
に
整
理
統

合
し
た
経
験
を
報
告
し
た
。
こ
の
間

雇
用
は
三
分
の
二
に
減
っ
た
が
、
自

主
的
退
職
以
外
の
退
職
は
一
切
無

く
、
労
働
争
議
も
皆
無
で
、
生
産
性

は
百
%
の
増
加
を
み
た
。
こ
の
結
果

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
体
の
輸
出
コ
ス

ト
の
削
減
、
ひ
い
て
は
輸
出
増
に
つ

な
が
り
、
農
業
な
ど
他
の
産
業
従
事

者
の
雇
用
保
護
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

「
労
働
組
合
は
、
変
革
の
抵
抗
者
で
は

な
く
、
推
進
者
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
」
と
、
ジ
ム
・
べ
ッ
ク
ス
氏
は
締

め
く
く
っ
た
。

．

入
会
の
ご
案
内
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郵
便
振
替
口
座

東
京
八

i
三
八
二
八
九

口
座
名
社
団
法
人

国
際
M
R
A
日
本
協
会

会
員
の
皆
様
に
は
、
①
内
外
の

M
R
A

国
際
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
に
参
加

し
て
外
国
の
方
々
と
交
流
し
て
い
た
だ
く

機
会
の
提
供
、
②
機
関
誌
l
M
A
J
ニュ

ー
ス
、
月
刊
ワ
ー
ル
ド
レ
タ

l
等
の
送
付
、

③
講
演
会
、
月
例
会
等
の
ご
案
内
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

－
世
界
家
族
の
仲
間
入
り

－
信
頼
で
き
る
人
と
の
出
合
い

．
新
時
代
に
必
要
な
情
報

－
心
身
の
健
康

・
問
題
解
決
の
秘
訣

事
業
の
拡
大
と
事
務
局
基
盤
整
備
の
た

め
に
特
別
協
力
年
会
費
制
度
一
口

5
0
、

0
0
0
円
（
寄
付
扱
い
・
年
額
）
を
設
け

ま
し
た
。
ご
協
力
頂
け
る
方
は
資
料
を
事

務
局
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

東
京
五

l
四
一
三
六
六
五

口
座
名
一
社
団
法
人
国
際
M
R
A
日
本

協
会
特
別
協
力
年
会
費



「
多
様
性
の
中
の
調
和
」

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
議
－
n

「
多
様
性
の
中
の
調
和
｜
｜
様
々

な
ニ

l
ズ
を
抱
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

と
い
う
テ

l
マ
で
聞
か
れ
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
会
議
に
は
、
白
ロ
シ
ア
、
ク
ロ

ア
チ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
チ
ェ
コ
、
ハ

ン
ガ
リ
ー
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
な
ど
東
欧
、
及
び
中
欧
の

参
加
者
が
多
く
見
ら
れ
た
。
こ
の
期

間
中
、
一
九
六
八
年
の
チ
ェ
コ
の
民

主
化
運
動
「
プ
ラ
ハ
の
春
L

を
弾
圧

す
る
ソ
連
軍
の
チ
ェ
コ
侵
入
下
で
の

女
性
の
葛
藤
を
描
い
た
モ
ゼ
ロ
バ
元

駐
豪
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
大
使
作
の

劇
が
上
演
さ
れ
た
。
こ
の
劇
を
ロ
シ

ア
語
に
通
訳
し
て
い
た
ロ
シ
ア
の
べ

ラ
・
グ
リ
ブ
コ
ワ
教
授
は
、
「
当
時
若

か
っ
た
自
分
は
、
ソ
連
の
戦
車
は
チ

ェ
コ
を
解
放
し
て
い
る
と
本
当
に
信

じ
き
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
ロ
シ
ア

を
憎
む
人
々
と
直
に
接
し
て
、
国
の

過
ち
に
対
す
る
恥
と
、
国
に
対
す
る

誇
り
と
の
問
で
、
身
が
引
き
ち
ぎ
れ

そ
う
だ
」
と
語
っ
た
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
か
ら
は
、
モ
ス
レ
ム
教
の
夫

を
も
つ
ユ
ダ
ヤ
人
の
夫
人
が
、
敵
対

す
る
人
種
や
宗
教
の
難
民
を
差
別
せ

ず
に
ク
ロ
ア
チ
ア
の
自
分
の
ア
パ

l

ト
で
面
倒
を
み
た
と
い
う
経
験
や
、

周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
敵
対

す
る
セ
ル
ビ
ア
人
地
域
と
交
流
し
て

い
る
ク
ロ
ア
チ
ア
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
非
暴
力
へ
の
決
意
な
ど
が
語
ら

れ
た
。
ス
イ
ス
・
コ

l
財
団
前
理
事

長
の
ダ
ニ
エ
ル
・
モ
チ
ュ

1
氏
は
「
残

念
な
が
ら
、
ス
イ
ス
は
新
し
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
作
り
（

E
U
）
に
加
わ
ら
な

い
決
断
を
し
た
が
、
コ
ー
は
新
し
い

世
界
作
り
に
加
わ
る
つ
も
り
で
す
」

と
語
っ
た
。

女
性
主
催
会
議

第
二
回
女
性
主
催
会
議
「
平
和
の

創
造
者
｜
｜
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
行
動

へ
」
に
は
、
五
十
二
ヶ
国
か
ら
五
百

人
以
上
が
参
加
し
た
。
イ
ン
ド
在
住

の
マ
ザ

l
・
テ
レ
サ
は
「
今
日
平
和

が
存
在
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

私
達
が
お
互
い
に
属
し
合
っ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
L

と
の
言
葉
と
共
に
「
沈
黙

の
実
り
は
祈
り
、
祈
り
の
実
り
は
愛
、

愛
の
実
り
は
奉
仕
、
奉
仕
の
実
り
は

平
和
L

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
会
議

に
寄
せ
た
。
こ
の
会
議
の
提
唱
者
タ

ン

ザ

ニ

ア

の

ア

ナ

・

ラ

・

ム

ゼ
ク
ワ
首
相
府
相
は
、
「
か
つ
て
平
和

を
語
る
女
性
会
議
で
、
女
性
の
前
進

を
阻
む
者
は
誰
か
？
男
か
、
政
治
家

か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
、
と
他
の
人

を
責
め
た
も
の
の
、
肝
心
の
参
加
し

た
女
性
の
問
で
平
和
を
築
く
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
結
局
こ
の
阻
む
者

と
は
自
分
自
身
で
は
な
い
か
、
と
考

え
る
に
至
っ
た
。

コ
ー
に
は
国
連
関

係
の
会
議
に
は
存
在
し
な
い
雰
囲
気

が
存
在
す
る
」
と
述
べ
た
。
開
会
式

で
基
調
講
演
を
行
っ
た
相
馬
雪
香
難

民
を
助
け
る
会
会
長
は
「
女
性
は
誰

も
平
和
を
望
ん
で
い
る
が
、
ど
こ
か

ら
始
め
る
か
と
い
う
第
一
歩
を
見
い

出
せ
な
い
こ
と
が
多
い
。
自
分
の
過

ち
を
謙
虚
に
認
め
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
よ
く
、
そ
れ
は
難
し
い
か
ら
で

き
な
い
と
言
う
人
が
い
る
が
、
そ
う

い
う
人
に
対
し
て
私
は
、
そ
れ
は
で

き
な
い
の
で
は
な
く
し
な
い
だ
け
で

す
、
と
応
え
ま
す
」
と
述
べ
た
。
日

本
側
招
待
委
員
の
荒
井
佐
念
子
東
京

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
は
、
女
性
に
よ
る

情
報
・
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の

成
果
を
発
表
し
た
。
ソ
マ
リ
ア
で
ア

イ
デ
ィ
ド
将
軍
と
対
立
す
る
ア
リ
・

マ
デ
ィ
暫
定
大
統
領
夫
人
、
北
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
で
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
結
婚
し

．故サハロフ博 i：の(llリJ/iでもあったロシア人住委Ll会セルゲイ・コパレフ委Ll
.Ll: (/,:) 
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た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
女
性
、

ラ
エ
ル
で
ユ
ダ
ヤ
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ

人
及
び
、
ユ
ダ
ヤ
人
過
激
派
と
ユ
ダ

ヤ
人
穏
健
派
と
の
間
の
和
解
を
仲
介

す
る
民
間
組
織
の
創
始
者
な
ど
が
、

コ
l
で
の
体
験
を
活
か
し
て
、
帰
国

後
異
な
る
立
場
の
人
々
と
の
和
平
に

取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
語
っ
た
。

同
会
議
は
「
平
和
の
創
造
」
と
い

う
以
下
の
よ
う
な
憲
章
を
採
択
し
た
。

「
平
和
は
、
他
の
人
、
他
の
文
化
、

宗
教
、
国
の
こ
と
を
考
え
る
時
に
実

現
す
る
。
自
分
の
持
つ
何
か
を
捨
て

ず
に
平
和
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

平
和
は
自
分
か
ら
始
ま
る
。

イ

ス

ー
、
他
人
を
比
較
す
る
の
で
は
な

く
、
評
価
す
る
生
き
方
を
す
る
。

2
、
自
分
の
欠
点
を
正
直
に
見
つ

め
、
信
頼
す
る
友
の
助
け
を
得

て
そ
れ
を
克
服
す
る
。

3
、
来
た
る
べ
き
第
七
世
代
の
た

め
に
生
き
る
。

4
、
膜
想
の
時
間
を
も
ち
、
勇
気

を
も
っ
て
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

考
え
に
従
う
。

5
、
身
の
周
り
の
人
に
起
こ
る
こ

と
に
特
別
の
関
心
を
払
う
。

6
、
自
分
達
と
異
な
る
考
え
を
持

つ
人
々
の
理
解
に
努
め
、
同
じ
考

え
の
人
々
に
は
真
実
を
伝
え
る
。
」

紛
争
地
域
会
議

e.ti::11: t:flt会議で発，；するマレーシアMRA協会サレハ会長（マハティール円相l
議曲Ii)

第
五
回
を
迎
え
た
紛
争
地
域
会
議

「
危
機
に
陥
っ
て
い
る
地
域
、
危
機
を

脱
し
つ
つ
あ
る
地
域
1

互
い
の
経
験

か
ら
学
ぶ
」
に
は
、
全
て
の
大
陸
六

十
六
ヶ
国
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。

こ
の
会
議
の
初
日
に
は
ア
メ
リ
カ
の

有
力
シ
ン
ク
タ
ン
ク
「
国
際
戦
略
問

題
研
究
所
」
（

C
S
I
S
）
に
よ
る
「
宗

教
と
精
神
風
土
｜
｜
国
際
政
治
の

忘
れ
ら
れ
た
要
素
」
（
仮
訳
名
）
の
出

版
披
露
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
世
界

の
七
つ
の
紛
争
解
決
に
役
割
を
果
た

プ
し
た
宗
教
的
、
精
神
的
要
素
の
ケ

l

h

恥
ス

・
ス
タ
デ
ィ

l
を
元
外
交
官
や
政

ヴ
ド
治
学
者
が
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

リ↓
M
R
A
に
関
し
て
は
、
第
二
次
大
戦

リ
ホ
げ
一
後
の
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
和
解
、

m
w
及
び
ジ
ン
パ
プ
エ
の
和
平
と
独
立
に

脈

打

オ
断
的
果
た
し
た

M
R
A
の
役
割
が
、
長
年

之
町
の
研
究
に
基
づ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

山
山
る
。
そ
し
て
こ
の
発
表
の
後
に
は
直

伺
伽
接
当
時
の
解
決
に
関
わ
っ
た
フ
ラ
ン

似
性
ス
の
イ
レ

l
ヌ

・
ロ
l
夫
人
の
娘
さ

軍
首

A
U

断
れ
ん
や
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
シ
バ
レ
氏
な

油
田
、
ど
が
壇
上
に
上
が
り
、
当
時
の
模
様

刊
川
を
振
り
返
っ
た
。

お

カ

ン

ボ

ジ

ア

か

ら

＠

大
の
五
十

二
名
の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
シ
リ
ウ

ッ
ド
外
相
（
シ
ア
ヌ

l
ク
国
王
実
弟
）

は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
ポ
ル
・

ポ
ト
派
へ
の
対
応
に
軍
事
力
だ
け
で

あ
た
る
の
は
芳
し
く
な
い
。
政
府
は

同
派
の
非
合
法
化
を
決
定
し
た
の
で
、

表
口
は
閉
ざ
さ
れ
た
が
、
裏
口
だ
け

は
開
け
て
お
き
た
い
。
大
虐
殺
を
決

し
て
見
過
ご
す
わ
け
で
は
な
い
。
復

讐
の
政
策
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
か

ら
だ
。
国
防
も
必
要
だ
が
、
今
国
民

に
と
っ
て
病
院
、
学
校
、
道
路
な
ど

の
建
設
の
ほ
う
が
急
務
だ
。
ま
た
国

民
は
、
す
ぐ
に
米
ド
ル
を
ほ
し
が
る

が
、
先
祖
は
ド
ル
無
し
で
ア
ン
コ
ー

ル
・
ワ
ッ
ト
を
作
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
和
解
の
精
神
、
気

高
さ
、
叡
知
の
再
興
が
急
務
だ
。
時

間
の
か
か
る
こ
と
で
は
あ
る
が
。
」
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コ
l
円
卓
会
議
は
来
年
三
月
コ
ベ

ン
ハ

l
ゲ
ン
で
開
か
れ
る
国
連
社
会

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
を
決
め
た
他
、
女

性
主
催
会
議
グ
ル
ー
プ
は
来
年
九
月

に
北
京
で
開
か
れ
る
国
連
女
性
会
議

に
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。



• .ti:性主催会議で，i定笑する（／，うから）マレーシアMRA協会サレハ会長、難民を
助ける会相馬勺t写会長、ビンエンサイ ・チャンタラシ一元ラオス外務次宵夫人

H
女
性
主
催
会
議
に
参
加
し
て
H

…
子…

『
平
租
＠
舗
溜
告
i

ピ
ヨ
邑
ヨ
か
邑
得
議
ヘ
』

東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

荒

井

佐

念

お
互
い
愛
し
合
う
た
め
に
人
は
創
ら
れ
て
い
る

日
本
が
八
月
十
五
日
の
敗
戦
を
期

に
平
和
を
迎
え
た

こ
の
時
期
に
私
は

ス
イ
ス
で
開
催
さ
れ
た
女
性
国
際
会

議
に
出
席
し
て
い
た
。
レ
マ
ン
湖
を

見
お
ろ
し
、
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
る
雄

大
な
コ

l
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で

「平
和
の
創
造
者
｜
女
性
の
イ

ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
｜
ビ
ジ
ョ

ン
か
ら
行
動
へ
し

の
テ
！
マ
で
女
性
会
議
が
行
わ
れ
、

世
界
五
十
二
カ
国
よ
り
五
百
人
が
集

ま
っ

た
。
女
性
会
議
は
三
年
前
に
第

一
回
が
聞
か
れ
今
回
が

二
回
目
で
あ

っ
た
。
企
画
の
中
心
は
前
回
と
同
様
、

女
性
会
議
の
発
案
者
で
あ
る
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
首
相
府
相
の
ア
ナ
・
ア
ブ
ダ

ラ
さ
ん
で
自
国
で
は
ア
ナ
・
マ
マ
と

慕
わ
れ
て
い
る
気
さ
く
な
女
性
で
あ

る
。
国
連
主
催
の
一
九
七
五
年
第
一

回
メ
キ
シ
コ
女
性
大
会
に
出
席
し
、

平
和
は
女
性
が
議
論
す
る
だ
け
で
は

実
現
し
な
い
。
女
性
が
女
性
の
尊
厳

を
自
覚
し
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か

ら
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
、
実
践

し
よ
う
と
女
性
世
界
大
会
を
提
案
し

た
の
で
あ
る
。

開
会
式
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

先
住
民
族
マ
オ
リ
族

．

性
に
よ
る

精
神
的
な
歌
と
踊
り
で
始
ま
り
、
地

域
の
代
表
が
自
分
の
国
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
披
露
し
た
。
次
い
で
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞
者
の
マ
ザ

l
テ
レ
サ
か
ら

の
次
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら

れ
た
。
「
沈
黙
の
実
り
は
祈
り
、
祈
り

の
実
り
は
愛
、
愛
の
実
り
は
奉
仕
、

奉
仕
の
実
り
は
平
和
。
世
界
の
人
々

が
み
な
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
る
か
ら
平
和
が
な
い
の
で
す
。
お

互
い
愛
し
合
う
た
め
に
人
は
創
造
さ

れ
て
い
ま
す
」
。

基
調
講
演
を
さ
れ
た
相
馬
雪
香
様

は

「
自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら
ま
ず

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
切
で
す
L

と
ご
自
分
の
家
庭
生
活
の
体
験
を
話

さ
れ
た
。
十
五
年
前
に
「
カ
ン
ボ
ジ

ア
難
民
を
助
け
る
会
」
を
設
立
し
た

際
、
政
府
の
賛
同
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
国
民
一
億

人
が
一
人

一
円
づ
っ
出
せ
ば

一
億
円

に
な
る
と
自
分
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

を
取
り
、
海
外
援
助
活
動
を
始
め
ら

れ
た
い
き
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
た
。
常

に
沈
黙
の
時
間
の
中
で
心
の
声
を
聞

き
つ
つ
堅
い
信
念
と
と
も
に
行
動
し

て
こ
ら
れ
た
相
馬
様
の
生
き
方
に
対

し
て
参
加
者
は
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
た
。

気ι

誌零時
圃圃圃 圃園田醐圃・ ・圃圃 〆 』 、 圃園田ー

．女性主催会議で開会γfJを行なうタンザニアのアナ ・アプダラ ・ムゼクワ行
相府相
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心
を
聞
い
て
話
し
合
う
人
々

二
日
目
、
一
人
の
英
国
の
婦
人
が

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
の
後
、

私
に
「
私
の
弟
は
第
二
次
世
界
大
戦

中
に
日
本
人
に
殺
さ
れ
ま
し
た
」
と

話
し
か
け
て
き
た
。
「
実
は
私
も
十
五

才
で
学
徒
動
員
で
工
場
で
働
い
て
い

た
時
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
空
襲
に
よ
る

焼
夷
弾
で
私
の
親
友
が
私
の
目
の
前

で
即
死
し
ま
し
た
」
と
話
し
た
と
こ

ろ
彼
女
は
自
分
と
同
じ
苦
し
み
を
日

本
人
も
経
験
し
て
い
た
の
だ
と
知
り
、

そ
の
後
は
人
に
会
う
た
び
に
そ
の
話

を
し
て
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
と
セ
ル

ビ
ア
の
女
性
、
南
ア
フ
リ
カ
の
黒
人

教
育
家
と
白
人
女
性
、
ア
ラ
ブ
の
女

性
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
女
性
が
園
、
民

族
の
対
立
を
超
え
、
心
を
開
い
て
話

し
合
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
た
。

「
平
和
を
作
る
人
に
よ
る
次
世
代
を

作
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
と

い
う
テ

l
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
が
私
も
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
話
す
機
会
が
与
え
ら
れ

た
。
私
は
母
親
と
し
て
の
立
場
か
ら

母
親
こ
そ
家
庭
で
将
来
平
和
を
作
る

人
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
大

切
な
役
割
と
責
任
を
も
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
大
学
の
英
語
の
先
生
は
語
学
教
育

る
を
通
し
て
学
生
に
教
え
て
い
る
と
語

れ
っ
た
。
聴
衆
を
最
も
感
動
さ
せ
た
の

閣
は
ア
ト
ラ
ン
タ
か
ら
き
た

B
T
A
と

ゆ
い
う
黒
人
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の

齢
摘
グ
ル
ー
プ
の
体
験
談
で
あ
っ
た
。
か

切
っ
て
は
自
分
達
も
非
行
に
走
っ
て
い

肝
允
た
が
、
そ
の
世
界
か
ら
足
を
洗
い
、

担
チ
ェ
ン
ジ
し
、
い
ま
だ
に
非
行
グ
ル

’
し
均
／

既

m

l
プ
に
い
る
高
校
生
と
話
し
あ
う
努

内
初
力
を
重
ね
、
暴
力
、
麻
薬
犯
罪
の
阻

一。
／
外
わ
止
に
あ
た
っ
て
い
る
。
六
年
前
に
作

折
円
ら
れ
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
数
は
今
で

げ
は
五
千
に
の
ぼ
り
、
各
州
に
広
が
つ

眠
り
て
い
る
＠

年
は
ド
イ
ツ
、
今
年
は

ノ
ル
ウ

ェ
ー
に
招
待
さ
れ

B
T
A
活

動
に
つ
い
て
話
し
を
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
高
校
生
が
自
ら
の
手

で
友
達
の
高
校
生
を
立
ち
直
ら
せ
、

社
会
を
よ
く
し
よ
う
と
い
う
自
助
努

力
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

紛
争
は
ア
フ
リ
カ
だ
け
に
あ
る

の
で
は
な
い

世
界
に
は
今
な
お
紛
争
は
絶
え
な

い
。
強
者
の
論
理
に
対
し
、
弱
者
の

論
理
が
正
当
化
さ
れ
な
い
限
り
、
ま

た
、
宗
教
や
民
族
の
違
い
か
ら
生
じ

る
恨
み
憎
し
み
が
癒
さ
れ
な
い
限
り

世
界
に
八
月
十
五
日
は
来
な
い
だ
ろ

う
。
ま
た
力
の
支
配
か
ら
心
の
世
界

へ
の
転
換
が
な
い
限
り
ル
ワ
ン
ダ
の

悲
劇
は
続
く
で
あ
ろ
う
。
「
紛
争
は
ア

フ
リ
カ
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
」

と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
女
性
は
カ
ト

リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
の
聞

の
殺
し
合
い
の
悲
し
い
現
実
を
訴
え

た
。
自
分
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
夫

は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
夫
婦
で
あ
る

が
、
夫
が
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
に

つ
い
て
の
口
論
が
原
因
で
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
グ
ル
ー
プ
に
襲
わ
れ
負
傷

し
た
。
彼
女
は
そ
の
後
、
自
分
の
で

き
る
平
和
へ
の
実
践
行
動
と
し
て
近

所
の
子
供
達
の
グ
ル

．

作
り
を
始

め
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
地
域
か

ら
地
域
へ
と
広
げ
て
い
る
。
子
供
を

通
し
て
大
人
の
持
つ
偏
見
、
憎
し
み

を
取
り
除
く
努
力
を
し
て
効
果
を
上

げ
て
い
る
と
報
告
し
た
。
「
次
の
時
代

を
背
負
う
子
供
達
が
平
和
の
大
切
さ

を
知
る
こ
と
が
、
時
間
は
か
か
る
が

と
れ
が
一
番
で
す
」
と
力
説
し
た
。

コ
ー
の
特
色
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
台
所
で
働
い
て
い
た
時
、
リ
ッ

チ
モ
ン
ド
の
元
市
長
と
も
話
す
機
会

が
あ
っ
た
。
彼
は
定
年
後
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て

B
T
A
の
若

者
の
相
談
役
を
務
め
て
い
る
が
、
弱

い
立
場
に
あ
る
黒
人
が
自
分
達
の
ル

ー
ツ
を
ア
フ
リ
カ
に
求
め
る
こ
と
に

よ
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立

し
、
そ
れ
に
よ
り
自
己
実
現
を
は
か

り
、
黒
人
と
し
て
の
尊
厳
は
人
間
の

尊
厳
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す

る
よ
う
に
と
指
導
し
て
い
る
。
自
己

表
現
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
者

と
の
関
係
性
を
深
め
、
平
和
へ
の
実

践
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
に
教
育

し
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
た
。
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自
分
を
縛
る
も
の
か
ら
の
解
放

今
年
の
女
性
会
議
は
三
年
前
と
比

べ
て
よ
り
精
神
性
が
強
調
さ
れ
た
。

夕
食
を
と
ら
ず
五
時
か
ら
八
時
ま
で



断
食
を
し
て
祈
る
一
日
も
あ
っ
た
。

暗
い
ホ

l
ル
に
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
が

ゆ
ら
ぐ
中
で
各
国
の
代
表
が
母
国
語

で
祈
り
を
捧
げ
た
。
宗
教
、
宗
派
を

こ
え
て
絶
対
者
と
し
て
の
神
に
捧
げ

る
美
し
い
祈
り
の
ひ
と
と
き
で
あ
っ

た
。
平
和
の
創
造
者
と
し
て
の
女
性

を
テ

l
マ
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
は

平
和
を
単
に
戦
争
に
対
す
る
平
和
と

い
う
意
味
だ
け
で
で
な
く
、
心
の
平

和
と
い
う
視
点
か
ら
も
取
り
上
げ
る

た
め
で
あ
る
。
心
の
平
和
を
得
る
た

め
に
私
た
ち
は
自
分
を
縛
る
も
の
か

ら
解
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

恨
み
や
憎
し
み
、
嫉
妬
な
ど
を
含
む

す
べ
て
の
欲
望
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。

M
R
A
が
道
徳
再
武
装
と
い
う
言
葉

の
表
面
的
解
釈
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人

間
の
存
在
と
そ
の
在
り
方
の
深
い
意

味
を
悟
る
運
動
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
ブ
ッ
ク
マ
ン
博

士
の
意
図
も
根
元
的
に
は
そ
こ
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
し
い
世
紀
の
夜
明
け
を
感
じ

た
閉
会
式

閉
会
式
は
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、

参
加
者
が
自
分
の
出
来
る
実
践
の
具

体
例
を
発
表
を
し
た
。
今
回
の
会
議

の
テ

l
マ
で
あ
る
「
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

行

動

へ

締

め

く

く

り

で

あ

る

。

私
は
ア
ジ
ア
代
表
と
し
て
私
が
六
年

前
に
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
女
性

の
会
を
女
性
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で

発
足
さ
せ
、
現
在
、
会
員
六
百
人
の

女
性
グ
ル
ー
プ
と
し
て
意
識
啓
蒙
運

動
と
し
て
発
展
し
て
い
る
と
報
告
し

た
。
そ
し
て

M
R
A
の
精
神
を
生
か

し
て
行
っ
て
い
る
旨
を
発
表
し
た
。

同
じ
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
が
他
の
国
に

も
誕
生
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
述

べ
た
と
こ
ろ
、
南
ア
を
は
じ
め
何
人

か
の
国
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
し
た
い
と
持
ち
か
け
て
き
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
ア
フ
リ
カ
の
女
性
が

奏
で
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
太
鼓
の
リ

ズ
ム
、
踊
り
、
そ
し
て
新
し
い
南
ア

フ
リ
カ
の
独
立
を
祝
う
歌
の
合
唱
で

幕
を
閉
じ
た
。
そ
れ
を
じ
っ
と
見
つ

め
る
白
人
参
加
者
の
顔
は
現
実
を
そ

の
ま
ま
受
け
と
め
る
平
和
そ
の
も
の

で
あ
っ
た
。
歌
い
終
わ
る
と
会
場
に

は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
響
き
わ

た
っ
た
。
国
家
、
民
族
、
人
種
、
宗

教
、
性
の
壁
を
越
え
、
女
性
が
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
、
行
動
力
を

も
っ
て
平
和
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
。

新
し
い
世
紀
の
夜
明
け
が
感
じ
ら
れ

た
世
界
女
性
大
会
で
あ
っ
た
。
（
終
）

明日を愛するがゆえに
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ドイツを仲間外れI~して
ョーロツ｝＼の再建bできますか？

1898年生まれ。第二次大戦中、反ナチ抵抗運動の医療班を組織して闘った。
三男をゲシュタポに拷問きれ、フランス人そして母親としてドイツとドイツ

人を心から憎んだ。戦後間もなくスイスのMRA世界大会に参加したが、ドイ
ツ入力、、るのを見て直ちに帰ろうとした。しかし、ブックマン博士に「ドイ

ツ人を除外してどうしてヨーロッパの融合と再建が出来るのか」と説得され、

三日三晩寝ずに悩んだ末、ドイツ人守許し憎しみを謝罪した。その後、独仏

聞の関係改善に尽力し、後のEC設立のきっかけを作った。マノレセーユ選出の
国会議員や仏社会党中央執行委員等も務め、世界各国を訪れ融和を説いた。

1987年、 88歳て没する。
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独仏の歴史的和解は勇気ある

人々により始められ後のEC

設立の礎となった。

医墨霊mi図お申し込みは
MRA事務局ヘ



M
R
A
コ
｜
会
議
に

参
加
し
て

総
合
研
究
開
発
機
構

研

究

企

画

部

主

査

平

井

照

水

本
年
の

M
R
A
世
界
大
会
は
「
信

頼
と
平
和
の
創
造
者
へ
」
と
い
う
総

合
テ

l
マ
の
も
と
に
開
催
さ
れ
、
私

は
八
月
十
五
日

1
二
十
五
日
に
か
け

て
行
な
わ
れ
た
紛
争
地
域
会
議
の
前

半
部
分
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
紛
争
地
域
会
議
の
テ

1
マ
は
、

「
危
機
に
直
面
す
る
地
域
、
危
機
を
脱

し
つ
つ
あ
る
地
域
1

1

互
い
の
経
験

に
学
ぶ
L

で
あ
り
、
実
に
六
十
六
カ

国
か
ら
五
百
人
も
の
人
々
が
参
加
し

た
。
テ
ー
マ
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ソ
マ

リ
ア
な
ど
ま
さ
に
危
機
的
状
況
の
真

っ
只
中
で
苦
悩
し
て
い
．
る
人
々
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
な
ど
危
機
を
脱
し
明
る
さ

と
希
望
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
人
々
、

か
つ
て
は
自
分
の
国
も
紛
争
に
明
け

暮
れ
荒
廃
し
て
い
た
と
語
る
総
督
を

は
じ
め
と
す
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
人
々

な
ど
な
ど
、
過
去
、
現
在
に
お
け
る

成
功
と
苦
悩
の
様
々
な
経
験
を
胸
襟

を
わ
っ
て
語
り
合
い
、
信
頼
と
平
和

に
満
ち
た
明
日
の
世
界
の
創
造
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
身
近
な
と
こ

ろ
か

ら
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の

で
あ

っ
た
。

M
R
A
コ
1
会
議
に
つ

い
て
は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
と
思

う
が
、
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
者
の
一
人
と
し
て
、
以
下
、

個
人
的
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い

。

コ
ー
で
の
生
活
と
は

コ
l
会
議
に
は
、
実
に
様
々
な
人
々

が
様
々
な
表
情
で
参
加
し
て
い
た
。

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
総
督
も
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
文
部
大
臣
も
、
外
務
大
臣
も
、

宗
教
大
臣
も
、
ま
た
、
人
生
の
先
輩

も
、
人
生
の
岐
路
に
た
ち
悩
む
青
年

も
、
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
も
、

ユ
ダ
ヤ
＠

も
、
仏
教
徒
も
、

イ

ス

ラ
ム
教
徒
も
参
加
し
て
お
り
、
そ
こ

で
は
、
民
族
、
宗
教
、
年
齢
、
国
籍
、

性
別
と
い
っ
た
、
あ
ら
ゆ
る
違
い
を

乗
り
越
え
、
同
じ
土
俵
で
の
生
活
と

対
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
ほ

ど
多
様
な
人
々
と
、
じ
っ
く
り
話
す

機
会
が
も
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま

ず
日
常
生
活
の
中
で
は
想
像
も
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も

コ
ー
で

は
、
会
議
場
の
運
営
も
含
め
て
皆
が

一
緒
に
携
わ
っ
て
い
こ

う
と
の
考
え

方
の
下
に
、
大
臣
が
お
茶
係
だ

っ
た

り
、
お
皿
洗
い
の
係
だ
っ
た
り
す
る
。

こ
う
し
た
風
景
が
、
毎
日
繰
り
広
げ

ら
れ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
と
で
も
気
軽
に
挨
拶
を
交
わ
し
合

う
と
い
う
生
活
を
通
し
、
会
議
参
加

者
の
聞
に
、
同
じ
人
間
と
し
て
の
連

帯
感
や
親
近
感
が
築
か
れ
て
い
っ
た

よ
う
に
思
う
。

こ
う
し
た
雰
囲
気
は
会
議
に
も
反

映
さ
れ
、
偏
見
や
外
見
的
相
違
に
捉

わ
れ
ず
、
実
に
率
直
で
建
設
的
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
中
で
も
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
中
東
に
お
け
る
宗

教
対
立
に
関
連
し
、
宗
教
が
誤
っ
て

使
わ
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
が
な

さ
れ
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

自
ら
が
、
「
キ
リ
ス
ト
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
・

7
日
同
じ
神

．カンボジア代表。（たから）ロン ・ピサ口元外務次行、ヒエン・パナリッ

ト宗教大臣、ソクンティア・ウンソー符察庁部長、ウン ・フット教育大l巨
（後に外務大臣に就任）-8-



の
も
と
に
な
ぜ
争
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」
と
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
も
と
に
人
類
共
通
の
基
盤
と

し
て
の
宗
教
の
果
た
す
役
割
を
求
め

て
い
く
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
、
具
体
的
な
提
案
へ

と
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
キ

リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム

教
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
重
要
な
聖

地
エ
ル
サ
レ
ム
を
、
皆
の
集
う
共
通

の
首
都
と
し
て
は
ど
う
か
。
逆
に
宗

教
を
切
り
離
し
、
政
治
、
経
済
の
場

と
し
て
の
現
実
的
な
寸
橋
」
を
捜
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
今
必
要
な
の
は

新
た
な
認
識
で
あ
り
、
一
つ
の
象
徴

的
な
試
み
と
し
て
「
オ
ー
プ
ン
・
ハ

ウ
ス
」
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と
い
っ

た
具
合
で
あ
る
。
こ
う
し
た
提
案
は

コ
1
会
議
な
ら
で
は
の
成
果
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
コ

l
の
会
議
場
は
、
レ
マ

ン
湖
を
目
下
に
臨
み
、
美
し
い
ス
イ

ス
の
山
々
に
固
ま
れ
た
大
変
素
敵
な

「
お
城
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
お

城
は
数
十
年
前
に
、

M
R
A
の
活
動

に
賛
同
し
た
多
く
の
人
々
の
善
意
に

よ
り
購
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
会
議
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
掃
除

等
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
、

近
く
、
毎
年
コ

1
で
ベ

ッ
ド
・
メ
イ
キ
ン
グ
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
の
よ
」
と
は
つ
ら
つ
と
語

る
お
ば
あ
さ
ん
に
も
何
人
か
お
会
い

し
た
。
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
に
支
え
ら
れ
、

M
R
A
の
活
動

が
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
一

方
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
然
体
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

ス
イ
ス
と
い
う
国
が
、
国
際
社
会
に

お
い
て
示
し
て
い
る
存
在
感
の
由
縁

を
垣
間
見
た
よ
う
に
も
思
う
。

「
も
う
一

コ
ー
で
見
た
世
界
の
情
勢

コ
ー
は
、
会
議
を
は
じ
め
と
す
る

い
ろ
い
ろ
な
機
会
を
通
じ
て
人
々
と

交
流
し
、
世
界
の
生
の
姿
を
直
に
知

る
こ
と
が
で
き
る
「
情
報
の
十
字
路
」

で
も
あ
る
。
そ
も
そ
も
ソ
マ
リ
ア
の

紛
争
は
、
人
々
が
民
主
化
を
求
め
専

制
政
治
を
倒
す
こ
と
に
成
功
し
た
も

の
の
、
そ
の
後
の
受
け
皿
が
十
分
に

発
達
し
て
お
ら
ず
無
政
府
状
態
に
陥

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

銃
を
持
つ
こ
と
が
民
主
主
義
だ
と
い

う
誤
っ
た
信
念
の
広
ま
り
が
、
ソ
マ

リ
ア
の
混
乱
に
拍
車
を
か
げ
た
と
い

う
こ
と
を
、
今
回
初
め
て
知
っ
た
。
南

北
イ
エ
メ
ン
の
対
立
の
下
、
旧
首
都

ア
デ
ン
が
内
戦
の
犠
牲
と
な
り
苦
境

に

あ

る

が

、

圏

内

問

£

る

と

し

て
国
際
的
な
援
助
も
受
け
ら
れ
ず
ま

さ
に
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
と
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
情
勢
は
マ
ス
コ
ミ
が

伝
え
る
ほ
ど
悪
く
は
な
い
こ
と
な
ど
、

世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
事
柄
の
一

つ
一
つ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
情
報
が
得
ら
れ
る
の
も
、

M
R
A
の
活
動
自
体
が
人
の
話
を

「
聞
く
こ
と
」
を
基
本
姿
勢
と
し
て
重

視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
つ
ま

り
、
敵
対
す
る
相
手
の
声
を
「
聞
く

こ
と
」
が
出
来
た
時
、
は
じ
め
て
話

し
合
い
が
始
ま
り
、
お
互
い
を
尊
重

し
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

自
分
の
内
な
る
良
心
の
声
を
「
聞
く

こ
と
」
が
で
き
て
は
じ
め
て
、
「
自
己

を
見
つ
め
直
す
こ
と
」
が
で
き
、
「
少

し
考
え
る
こ
と
＼
そ
し
て
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
「
行
動
に
移
し
て
行
く

こ
と
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
紛
争
地
域
の
状

況
を
知
る
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
に

し
て
危
機
を
乗
り
切
れ
る
か
を
考
え

る
場
が
自
然
発
生
的
に
設
け
ら
れ
た

り
、
全
体
会
議
の
場
で
「
黙
考
す
る
」

時
間
が
設
け
ら
れ
た
り
し
た
。
ま
た
、

紛
争
当
事
者
自
身
が
自
分
た
ち
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
、
交
流
を
図
ろ
う

と
す
る
場
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
よ

う
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
中
、
あ
る
ソ
マ
リ
ア
人

が
私
に
質
問
を
投
げ
か
け
た
。
「
昔
、

日
本
も
明
治
維
新
と
い
う
大
き
な
革

命
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
大
き
な
紛
争
を
回
避
で
き
た

の
か
＼
「
日
本
も
第
二
次
世
界
大
戦

に
よ
り
、
完
膚
な
き
ま
で
に
荒
廃
し

た
と
聞
く
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
今

日
の
よ
う
に
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き

た
の
か
＼
こ
う
し
た
質
問
を
受
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
そ
し
て
日
本

を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
今
日
本
が
国
際
社

会
で
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
何
か
を

逆
に
教
え
ら
れ
た
思
い
で
あ
る
。
紛

争
で
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る
国
々
に

対
し
、
日
本
の
経
験
が
某
か
の
役
に

立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
に
も
何

か
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自

分
に
も
：
・
。
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私
に
と
っ
て
の
コ
i
会
議

し
か
し
、
日
本
が
何
か
を
し
て
あ

げ
る
と
い
う
立
場
か
ら
の
み
、
紛
争

を
と
ら
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
部
大
臣
が
こ
う
語

っ
た
。
「
今
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
に
は
、

七
十
三
も
の
緊
急
課
題
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
上
に
、
腐
敗
を
無
く
す



と
い
う
大
問
題
が
控
え
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
を
成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
未
来
は
な
い
。
私
は

な
ん
と
し
て
で
も
や
り
遂
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
。
そ
こ
か
ら
感
じ
る
の

は
、
私
利
私
欲
を
越
え
た
強
い
使
命

感
で
あ
る
。
し
か
も
、
戦
闘
的
で
は

な
い
。
そ
の
熱
い
思
い
を
静
か
に
力

強
く
行
動
に
移
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
臣
だ
け
で
は
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
人
々
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
再
建

を
語
る
時
の
希
望
に
満
ち
た
表
情
と

熱
意
、
ま
た
、
現
在
の
和
平
へ
の
心

か
ら
の
感
謝
、
そ
し
て
明
日
へ
の
希

望
。
今
の
日
本
で
は
、
こ
う
し
た
使

命
感
や
、
熱
意
を
語
る
こ
と
に
な
ん

．亡命時代にアルバイトで体験した皿洗いのチームに加わったノロドム ・

シリウッド殿ド（外務大臣、シアヌークl.1H実弟）は、ピアノやギターな
どの多去振りを披露

と
な
く
照
れ
が
あ
り
、
一
種
の
違
和

感
さ
え
持
た
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
理

想
を
語
り
合
え
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々

が
、
逆
に
う
ら
や
ま
し
く
さ
え
あ
っ

た
。
ソ
マ
リ
ア
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人
々

が
、
苦
し
み
を
乗
り
越
え
少
し
で
も

明
る
い
未
来
を
切
り
開
い
て
い
こ
う

と
す
る
真
塾
な
姿
に
、
す
が
す
が
し

さ
を
覚
え
る
と
と
も
に
、
私
自
身
、

改
め
て
生
き
る
姿
勢
を
学
ん
だ
思
い

で
あ
る
。

冷
戦
終
結
と

M
R
Aの
役
割

冷
戦
終
結
と
い
う
大
き
な
世
界
情

勢
の
変
化
は
、

M
R
A
の
在
り
方
に

・キッチンで活躍する筆者

も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
こ
れ
ま
で
封
じ
込
め

ら
れ
て
き
た
火
種
が
世
界
各
地
で
国

内
紛
争
と
し
て
噴
出
し
始
め
て
い
る

今
、
内
政
不
干
渉
等
の
問
題
か
ら
、

紛
争
の
予
防
お
よ
び
解
決
に
む
け
て

N
G
O
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

M
R
A
に
お
い
て
は
、
そ

の
活
動
自
体
が
、
自
分
の
家
族
や
会

社
と
い
っ
た
身
近
な
問
題
も
、
国
内

に
お
け
る
社
会
的
対
立
も
、
国
際
紛

争
も
、
問
題
の
根
は
同
じ
で
あ
る
と

考
え
の
下
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
意
味
で
、
国
内
紛
争
へ
の
対
応
に

つ
い
て
も
長
年
の
蓄
積
が
あ
る
と
い

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
、
米
ソ
の
重
し
が
な
く
な

り
紛
争
の
抑
止
力
を
失
っ
た
世
界
は
、

国
際
平
和
構
築
の
た
め
の
新
た
な
方

法
を
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
模
索
し

て
い
る
。
米
国
の
国
際
戦
略
問
題
研

究
所
（

C
S
I
S
）
が
、
紛
争
の
予

防
お
よ
び
解
決
に
お
い
て
果
し
た
宗

教
の
役
割
に
着
目
す
る
研
究
を
行
っ

た
と
い
う
こ
と
も
、
そ
う
し
た
動
き

の
一
つ
と
し
て
特
筆
で
き
よ
う
。
今

回
の
紛
争
地
域
会
議
の
ト
ッ
プ
を
き

っ
て
行
わ
れ
た

C
S
I
S
の
報
告
で

は
、
「
軍
事
力
の
競
争
に
よ
り
世
界
の

平
和
を
求
め
る
時
代
‘
，
わ
っ
た
の

で
あ
り
、
人
間
性
そ
の
も
の
へ
の
感

受
性
を
大
事
に
し
た
外
交
、
対
話
の

姿
勢
が
今
、
改
め
て
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
の
新
た
な
時
代
認
識
が
述
べ

ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
パ
ワ

l
・
ポ
リ

テ
ク
ス
の
も
と
に
暴
力
を
正
当
化
し

て
き
た
こ
と
へ
の
反
省
と
と
も
に
、

紛
争
の
予
防
お
よ
び
解
決
に
お
い
て
、

人
々
の
傷
つ
い
た
心
を
癒
す
こ
と
、

失
わ
れ
た
信
頼
関
係
を
取
り
戻
す
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
人
間
を

中
心
に
し
た
視
点
を
外
交
に
も
取
り

戻
す
こ
と
を
、
新
た
な
世
界
平
和
構

築
に
向
け
て
提
案
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

M
R
A
の
活

動
も
、
冷
戦
終
結
と
い
う
大
き
な
世

界
情
勢
の
変
化
の
も
と
再
評
価
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

と
こ
三

i
z
一
年
単
発
的
に
行
わ
れ
て

き
た
紛
争
地
域
会
議
を
、
今
後
は
さ

ら
に
継
続
的
な
も
の
と
し
て
続
け
て

い
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
伺
っ
た
の

は
心
強
い
。

今
回
の
コ

l
会
議
は
、

M
R
A
自

身
が
そ
の
新
た
な
役
割
を
再
認
識
す

る
上
で
重
要
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、

私
自
身
、

M
R
A
の
新
た
な
可
能
性

を
参
加
者
の
静
か
な
情
熱
の
中
に
見

た

数

日

間

で

あ

っ

た

。

（

終

）

ハU
唱
E
A



紛
争
地
域
会
議
に

参
加
し
て東

京
大
学
法
学
部
助
教
授

城

山

英

明

私
は
、
一
九
九
四
年
八
月
十
四
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た

M

R
A
紛
争
地
域
会
議
（
E
H
N
o
m

－05
5

nユ
包
ω
こ
）
の
う
ち
、
十
七
日
か
ら
二
十

二
日
ま
で
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
七
月
に
も
経
営
者
、
労
働
者

に
よ
る
産
業
人
会
議
と
財
界
人
に
よ

る
コ

l
・
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ

で
は
、
主
に
紛
争
地
域
会
議
で
の
議

論
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
紛
争
解

決
に
お
け
る

N
G
O
（
非
政
府
主
体
）

の
役
割
と
い
う
観
点
か
ら
若
干
の
検

討
を
行
っ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
、
会
議
に
お
け
る
一
日

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
組
織
運
営
に
つ

い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
会
議
の
一
日

は
大
変
ハ
ー
ド
で
あ
る
。
公
式
的
な

会
議
は
午
前
中
の
全
体
会
議
と
午
後

五
時
か
ら
の
分
科
会
で
あ
る
が
、
そ

の
他
に
、
朝
食
、
昼
食
、
お
茶
、
タ

食
を
話
を
し
た
い
人
と
個
別
に
約
束

を
し
て
と
る
こ
と
に
な
る
。
過
去
の

紛
争
解
決
事
例
に
お
け
る

M
R
A
の

役
割
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た

私
は
、
こ
の
食
事
、
お
茶
の
時
間
に
、

ジ
ン
バ
プ
エ
の
平
和
的
独
立
、
パ
プ

ア
ニ
ュ

l
ギ
ニ
ア
の
ブ

1
ゲ
ン
ビ
ル

島
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
試
み
、
フ

ィ
ジ

l
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
試
み

の
様
々
な
関
係
者
か
ら
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
夜
に
も
会
議

や
催
し
が
多
く
の
場
合
行
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
四
日
間
の
う
ち
三
日
間
は

食
事
の
準
備
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
手
伝
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
会
議
で
は
、
様
々
な
人
々
と
の

様
々
な
か
た
ち
で
の
途
切
れ
る
こ
と

の
な
い
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
相
互
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

M
R
A
の
組
織
運
営

に
お
い
て
最
も
興
味
深
い
の
は
様
々

な

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

を

に

運

営

さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
会
議
の
開

催
さ
れ
た
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
は

最
大
限
六
百
人
近
い
参
加
者
が
滞
在

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
給
料
を

も
ら
っ
て
働
い
て
い
る
者
は
そ
の
内

の
十
人
程
度
だ
と
い
う
。
ま
た
、
各

国
か
ら
現
物
の
寄
付
と
し
て
、
リ
ン

ゴ
や
調
味
料
等
が
送
ら
れ
て
く
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
最
大
の
要

素
は
、
各
会
議
参
加
者
に
よ
る
食
事

の
準
備
へ
の
参
加
で
あ
る
。
こ
の
参

加
は
、
単
に
組
織
運
営
の
コ
ス
ト
を

下
げ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
食
事

の
準
備
と
い
う
会
議
と
は
異
な
る
種

類
の
共
同
作
業
を
通
し
て
参
加
者
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す

る
と
い
う
役
割
を
持
つ
。
い
わ
ば
、

食
事
と
い
う
人
間
共
通
の
最
低
限
の

「
機
能
L

に
お
け
る
協
力
を
通
し
て
参

加
者
間
の
「
信
頼
醸
成
」
を
は
か
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

共
通
の

「
フ
オ
｜
ミ
ユ
ラ
L

紛
争
地
域
会
議
の
目
的
は
、
世
界

各
地
域
の
紛
争
解
決
に
お
け
る
経
験

交
換
を
促
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
確
か

に
、
各
地
域
の
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
よ
っ
て
紛
争
解
決
の
方
法
に
は

．ユダヤ数、イスラム数、キリスト教代炎による公｜井lシンポジウム

噌
E
A

噌

aム

異
な
る
側
面
も
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
共
通
の
「
フ
ォ

l
ミ
ュ
ラ
（
方
式
）
」

（
グ
リ
フ
ィ
ス
氏
）
が
あ
る
と
い
う
暗

黙
の
前
提
で
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
紛
争
解
決
の
「
フ
ォ

l

ミ
ュ
ラ
L

は
伝
統
的
な
「
パ
ワ

l
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
は
異
な
る
こ
と
が
、

ア
メ
リ
カ
の

C
S
I
S
（
国
際
戦
略

問
題
研
究
所
）
の
一
員
と
し
て
参
加

し
た
元
ア
メ
リ
カ
国
務
省
外
交
官
の

モ
ン
ト
ビ
ル
氏
ら
に
よ
っ
て
強
調
さ

れ
た
。
モ
ン
ト
ビ
ル
氏
自
身
は
、
実

力
を
主
た
る
手
段
と
す
る
「
パ
ワ
ー

ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
の
限
界
を
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
紛
争
や
中
東
で
の
実
力
手



段
に
対
す
る
テ
ロ
活
動
に
よ
っ
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
パ
ワ

1
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
L

に
か
わ
る

「
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
と
は
、
他
者

へ
の
敬
意
、
他
者
の
承
認
、
受
容
に

基
づ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
指

向
す
る
方
式
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ

の
会
議
に
お
い
て
主
た
る
検
討
素
材

と
さ
れ
た
地
域
は
、
南
ア
フ
リ
カ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、

キ
プ
ロ
ス
、
ソ
マ
リ
ア
、
ジ
ャ
マ
イ

カ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
等
で
あ
っ
た
。

戸
フ
リ
カ
の
山
と
や
り
方

最
近
初
め
て
の
全
人
種
に
よ
る
民

主
的
選
挙
を
経
験
し
た
ば
か
り
の
南

ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
機

会
に
言
及
が
な
さ
れ
た
。
南
ア
フ
リ

カ
の
経
験
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
第

一
の
点
は
、
選
挙
参
加
を
拒
否
し
て

い
た
イ
ン
カ
タ
自
由
党
の
プ
レ
テ
ジ

議
長
を
選
挙
参
加
に
動
か
し
た
ケ
ニ

ア
の
元
大
学
教
授
オ
ク
ム
氏
の
役
割

で
あ
る
。
オ
ク
ム
氏
は
キ
ッ
シ
ン
ジ

ャ
ー
ら
の
国
際
調
停
団
が
失
敗
し
た

後
も
根
気
を
持
っ
て
説
得
活
動
に
あ

た
り
、
最
終
的
に
成
功
し
た
。
こ
こ

で
は
、
現
地
に
お
け
る
方
法
の
理
解
、

す
な
わ
ち
、
「
ア
フ
リ
カ
の
心
と
や
り

方
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
第
二
に
、

選
挙
後
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
活
動

と
し
て
、
警
察
、
軍
の
再
訓
練
、
教

育
の
再
建
が
注
目
さ
れ
た
。
警
察
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
寸
反
乱
鎮
圧
し

の
手
段
で
あ
っ
た
も
の
を
非
暴
力
的

手
段
を
重
視
す
る
も
の
へ
と
変
え
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
軍
に
つ
い
て
は
こ

れ
ま
で
の
各
勢
力
の
軍
を
統
合
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の

再
訓
練
の
た
め
の
各
種
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
南
ア
フ
リ
カ
に

関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
様
々
な
課
題

が
指
摘
さ
れ
た
も
の
の
、
新
た
な
国

旗
を
掲
揚
す
る
と
い
う
儀
式
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
将
来
へ
向
け
て
の

明
る
い
雰
囲
気
が
み
ら
れ
た
。

力
ン
ボ
ジ
戸
か
ら
は
現
職
の

閣
僚
も

カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
も
数
人
の
閣
僚

を
含
む
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
い

く
つ
か
の
機
会
に
そ
の
経
験
の
紹
介

が
行
わ
れ
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
つ
い

て
は
、
「
許
し
L

に
基
づ
く
平
和
の
段

階
の
み
な
ら
ず
、
「
国
造
り
」
の
た
め

の
様
々
な
苦
労
が
述
べ
ら
れ
た
。
例

え

ば

、

相

は

、

教

育

に

お

け

る

腐
敗
防
止
の
た
め
の
諸
方
策
を
紹
介

し
た
。
そ
の
内
容
に
は
、
受
験
者
を

特
定
で
き
な
い
よ
う
な
試
験
用
紙
の

導
入
、
教
師
の
地
域
間
移
動
の
導
入
、

過
去
の
汚
職
の
「
許
し
し
、
今
後
の
汚

職
へ
の
厳
罰
、
教
師
の
給
与
改
善
等

が
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
キ
プ
ロ

ス
の
税
関
担
当
官
庁
の
次
官
か
ら
は
、

自
ら
の
汚
職
排
除
の
経
験
に
基
づ
い

て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
税
関
職
員
を
再

教
育
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
紹
介
さ
れ

た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
キ
プ
ロ
ス
と
い

っ
た
諸
国
で
は
、
国
家
の
租
税
収
入

に
占
め
る
関
税
収
入
の
比
率
は
大
変

大
き
い
の
で
あ
り
、
従
っ
て
税
関
に

お
け
る
汚
職
排
除
は
財
政
運
営
上
も

重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

予
防
外
受
の
失
敗

キ
プ
ロ
ス
の
内
戦
に
つ
い
て
も
様
々

な
観
点
か
ら
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。

例
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
元
外
交
官
は
、

一
九
五
九
年
の
条
約
で
キ
プ
ロ
ス
支

援
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
に
も
拘
ら

ず
、
一
九
七
四
年
の
ト
ル
コ
の
キ
プ

ロ
ス
へ
の
侵
攻
に
対
し
て
、
軍
人
の

死
傷
へ
の
危
倶
、
資
金
負
担
へ
の
危

倶
、
ト
ル
コ
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

N
A
T
O
の
結
束
へ
の
．

震
の
た
め、

イ
ギ
リ
ス
が
何
の
行
動
も
と
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
ミ
の
元
外

交
官
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
段
階
で

素
早
く
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
、
す

な
わ
ち
予
防
外
交
の
失
敗
が
後
の
内

戦
の
泥
沼
化
の
一
つ
の
原
因
で
あ
る

と
し
、
予
防
外
交
の
失
敗
と
い
う
同

種
の
問
題
は
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
問

題
で
も
繰
り
返
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。

ジ
ャ
マ
イ
カ
と

ソ
マ
リ
戸

ジ
ャ
マ
イ
カ
に
関
し
て
は
、
そ
の

紛
争
解
決
の
過
程
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
総

督
ら
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
ジ
ャ



マ
イ
カ
で
は
、
一
九
七

0
年
代
に
は

ジ
ャ
マ
イ
カ
労
働
党
と
人
民
国
民
党

と
の
党
派
的
対
立
が
激
化
し
、
都
市

も
荒
廃
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、

一
九
八

0
年
代
に
は
、
教
会
が
主
導

し
て
教
会
指
導
者
に
よ
る
国
民
会
議

を
設
立
し
、
こ
の
会
議
が
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
結
果
、
一
九
八
八
年

に
は
両
政
党
間
の
和
解
が
成
立
し
た
。

ま
た
、
社
会
経
済
的
に
も
、
一
九
八

六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
国
際
援
助
庁
の

援
助
の
下
、
政
府
・
民
間
合
同
に
よ

る
キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
開
始
さ
れ
、
都
市
再
開
発
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
が
促
進
さ
れ
た
。

た
だ
、
他
の
参
加
者
に
よ
る
と
、
家

庭
内
の
紛
争
が
増
加
し
、
警
察
内
に

家
庭
内
紛
争
解
決
担
当
部
局
が
設
置

さ
れ
る
と
い
う
問
題
も
出
て
き
て
い

る
と
い
う
。

ま
た
、
会
議
の
期
間
中
、
ソ
マ
リ

ア
各
派
の
出
身
者
に
よ
る
会
合
が
続

け
ら
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
主
と
し
て

ソ
マ
リ
ア
国
外
に
居
住
す
る
各
派
の

人
々
で
あ
り
、
既
に
こ
れ
ま
で
に
も
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
で
会
合

を
持
っ
て
い
た
。
今
後
は
、
国
内
居

住
者
を
も
徐
々
に
巻
き
込
み
、
ソ
マ

リ
ア
圏
内
で
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
か
つ
て

の

カ

ン

ア

の

国

外

居

住

者

に

よ

る
会
合
が
や
が
て
新
国
家
の
閣
僚
の

会
合
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、

こ
の
ソ
マ
リ
ア
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
も
徐
々
に
展
開
し
て
い
く
か
も
し

れ
な
い
。

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

必
要
性

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
議
論
さ
れ

た
紛
争
地
域
会
議
は
、
経
験
の
相
互

学
習
の
機
会
で
あ
り
、
ま
た
、
ソ
マ

リ
ア
各
派
の
関
係
者
の
会
合
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
実
際
の
非
公
式
的
な
関

係
構
築
の
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
経
験
交
換
、
非
公
式
的
関
係
構

築
の
場
と
し
て

M
R
A
の
よ
う
な

N

G
O
は
政
府
レ
ベ
ル
の
活
動
に
対
し

て
比
較
優
位
を
持
っ
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
N
G
O
は
欧
米
を
中
心
に
い
く
つ

か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
の

M
R

A
の
特
色
と
し
て
は
、
個
人
レ
ベ
ル

で
の
関
係
・
変
化
を
重
視
し
て
い
る

こ
と
と
、
大
変
分
権
的
な
組
織
で
あ

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

M
R
A
で
は
特
定
の
リ
ー
ダ
ー
が
ア

ジ
ェ
ン
ダ
を
決
め
て
い
く
わ
け
で
は

な
い
。
こ
の
分
権
性
は
、
変
化
す
る

環
境
に
長
期
的
に
適
応
し
て
い
く
た

め
に
は
有
利
で
あ
る
0

．

方
、
い
く

つ
か
の
課
題
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

た
。
第
一
に
、
活
動
を
言
葉
に
し
て

分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
経
験
は
一
部
の
人
に
密

教
的
に
把
握
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

広
く
共
有
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
試
み
と
し
て
、
今
回
の
紛

争
地
域
会
議
に
参
加
し
て
い
た
ア
メ

リ
カ
の

C
S
I
S
が
行
っ
て
い
た
よ

う
な
「
外
」
か
ら
の
活
動
の
分
析
は

今
後
と
も
地
道
に
促
進
さ
れ
て
い
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、

M
R
A

の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
資
産
で

あ
る
組
織
に
と
っ
て
は
、
常
に
新
た

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
生
産
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
私
は
、
今
回

参
加
す
る
中
で
、
一
九
四

0
年
代
か

ら
の
第
一
世
代
の
参
加
者
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
驚
嘆
す
る
と
と
も
に
感
銘
を

受
け
た
。
し
か
し
、
今
後
と
も
彼
ら

に
頼
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

は
ず
で
あ
る
。
新
た
な
世
代
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
一
九
八
六
年
に
貿
易
摩
擦

へ
の
対
応
と
し
て
設
立
さ
れ
た
コ

l
・

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
は
そ
の
よ
う
な

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
良
い

例
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
（
終
）
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コーでの体験
＝私の新しい人生のスタート＝

成城大学4年

太田敦之

私
は
今
年
の
夏
に
祖
母
の
相
馬
雪

香
と

M
R
A
世
界
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

M
R
A
と
は
何
な
の
か
分
か

ら
な
い
ま
ま
、
祖
母
と
東
京
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
荒
井
先
生
と
一
緒
に
飛
行
機

に
の
り
ま
し
た
。
長
い
フ
ラ
イ
ト
と

一
回
の
飛
行
機
の
乗
り
継
ぎ
の
後
、

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
着
き
ま
し
た
。
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
空
港
で
は

M
R
A
職
員
の

菊
勅
菩
薩
の
よ
う
な
顔
を
し
た
藤
田

さ
ん
が
車
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

何
が
何
だ
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
気

が
付
く
と

M
R
A
世
界
大
会
の
会
議

場
で
あ
る
「
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
し

の
前
に
い
ま
し
た
。
日
は
既
に
ど
っ

ぷ
り
落
ち
て
あ
た
り
は
真
っ
暗
に
な
‘

っ
て
い
ま
し
た
。
車
か
ら
降
り
る
と
、

い
き
な
り
人
の
歌
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
し
た
。
歓
迎
の
歌
で
す
。
黒
人
が

音
頭
を
と
っ
て
白
人
が
サ
ポ
ー
ト
す

る
と
い
う
、
私
の
想
像
を
絶
す
る
光

景
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
私
が
ま

ず
思
っ
た
の
は
、
「
あ

l
、
こ
こ
は
こ

う
い
う
所
な
の
か
楽
し
そ
う
だ
か
ら

一
緒
に
や
っ
ち
ゃ
え
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
そ
の
後
は
、
彼
ら
と
一
緒

に
後
か
ら
来
た
人
達
を
歌
と
踊
り
で

歓
迎
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
一
度
に
あ
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
「
自
分
は
異
質
な
文
化
で

も
楽
し
く
や
れ
る
な
」
と
感
じ
て
部

屋
に
い
き
ま
し
た
。
勿
論
、
英
語
が

で
き
る
な
ら
、
と
い
う
条
件
付
き
で

す
が
。

M
R
A
世
界
大
会
の
聞
か
れ

る
ス
イ
ス
の
コ
！
と
い
う
村
に
あ
る

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
は
、
何
か
人

を
素
直
に
す
る
魔
術
が
隠
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
そ
の
魔
術
に
初
日
か
ら

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
に
な

っ

て

考

と

、

旅

先

で

の

心

の

解

放
感
と
共
同
生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
こ
の
魔
術
の
正

体
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
第

一
に
、
自
分
の
心
を
常

に
解
放
す
る
、
そ
し
て
自
由
に
す
る

こ
と
。
そ
し
て
第
二
に
、
相
手
の
こ

と
を
常
に
意
識
す
る
、
つ
ま
り
相
手

と
共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の

二
つ
の
こ
と
を
日
頃
意
識
し
て
生
活

す
る
こ
と
こ
そ
、
現
在
の
私
達
が
生

き
る
世
界
が
抱
え
て
い
る
多
く
の
諸

問
題
に
対
す
る
、
精
神
的
な
答
え
だ

と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ー
で
は
そ
ん
な
こ
と

に
気
が
付
か
ず
、
日
々
こ
れ
英
語
と

の
格
闘
で
し
た
。
な
に
し
ろ
、
英
語

の
勉
強
に
興
味
を
失

っ
て
は
や
五
年

で
す
。
喋
れ
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。

話
が
分
か
ら
な
い
。
言
い
た
い
こ
と

が
伝
え
ら
れ
な
い
。
本
当
の
こ
と
を

言
う
と
最
初
は
日
本
に
帰
り
た
く
な

る
よ
う
な
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
悪
環
境
の
中

で
、
私
は
次
第
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
積
み
、
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

私
は
コ

l
で
の
共
同
生
活
で
、
サ

l
ビ
ン
グ
の
チ

l
ム
に
加
わ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
多
く
の
経
験
を
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
印
象
的
な
出
来
事

が
二
つ
あ
り
ま
し
た
0

．
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私
の
山
を
変
え
た
だ
っ
た
一
三
一口の

私
は
あ
る
日
の
サ

l
ビ
ン
グ
の
準

備
の
時
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
た
白
人

の
お
じ
さ
ん
に
パ
ン
を
切
っ
て
大
き

な
銀
色
の
お
盆
に
並
べ
る
よ
う
に
言

わ
れ
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
お
盆

を
持
っ
て
彼
の
所
に
行
く
と
、
お
前

は
ま
る
で
分
か
っ
て
い
な
い
、
俺
に

よ
こ
せ
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
彼
は

い
き
な
り
お
盆
を
私
か
ら
取
り
上
げ

て
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
も
言
わ
な
か
っ
た
の
で

す。

私
は
こ
の
態
度
に
腹
が
立
ち
ま

し
た
。
非
常
に
機
嫌
が
悪
く
な
り
ま

し
た
。
サ

l
ビ
ン
グ
の
準
備
を
し
て

い
る
間
ず
っ
と
心
が
乱
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
も
、
そ
の
十
分
後
に
彼
が

パ
ン
を
切
っ
て
い
る
お
ば
さ
ん
に
、

私
の
こ
と
を
こ
う
言
っ
て
い
る
の
が

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
「
彼
は
私
の
言

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
ら
な
く
て
困

る
よ
＼
そ
の
時
だ
け
は
明
瞭
に
英
語

が
理
解
で
き
た
の
で
す
。
ま
す
ま
す

頭
に
き
た
私
は
も
の
に
八
つ
当
り
は

す
る
し
、
人
に
あ
り
が
と
う
も
す
み

ま
せ
ん
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
よ
う
な
私
の
態
度
を
見
て
か
、
そ

の
後
に
彼
が
私
の
背
中
を
軽
く
叩
い

て
さ
ら
り
と
言
い
ま
し
た
。
「
敦
之
、

ー
す
み

さ
っ
き
は
悪
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

友
達
で
い
て
く
れ
」
。
私
は
涙
が
出
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
、
私
の

心
の
乱
れ
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
た

っ
た
ひ
と
言
の
「
す
み
ま
せ
ん
L

が

こ
ん
な
に
も
人
の
心
を
変
え
る
の
で

す
。
ま
た
「
友
達
で
い
て
く
れ
L

と

い
う
言
葉
に
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
私

は
今
ま
で
人
に
対
し
て
友
達
で
い
て

く
れ
と
考
え
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
去
る
者
追
わ
ず
、
来
る
者
拒

ま
ず
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
非
常
に

自
分
勝
手
だ
っ
た
の
で
す
。
心
の
中

で
悪
口
を
言
う
前
に
謝
っ
て
自
分
の

非
を
認
め
る
事
の
大
事
さ
。
そ
し
て
、

人
と
常
に
友
達
で
い
よ
う
と
す
る
気

持
ち
の
大
ら
か
さ
。
私
に
欠
け
て
い

た
も
の
を
学
び
ま
し
た
。

自
分
の

ω、
ガ
開
放
さ
れ
て
初

め
て
他
人
の
山
、
ガ
分
か
る

次
は
若
い
レ
バ
ノ
ン
人
の
男
性
の

話
で
す
。
彼
は
サ

l
ビ
ン
グ
の
キ
ャ

プ
テ
ン
で
し
た
。
彼
は
コ
ー
に
は
何

度
か
来
た
事
が
あ
っ
た
の
で
物
の
置

場
所
や
サ

！
ビ
ン
グ
の
手
順
に
明
る

い
人
で
し
た
。
彼
は
私
の
一
週
間
後

に
コ

l
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
私
は
サ

l
ビ
ン
グ

．

に
、
自
分

の
知
っ
て
い
る
事
を
彼
に
指
示
さ
れ

た
の
で
し
た
。
元
来
、
人
に
指
示
さ

れ
る
事
が
嫌
い
な
私
で
す
か
ら
、
彼

の
指
示
か
ら
彼
の
声
、
そ
し
て
彼
そ

の
も
の
ま
で
嫌
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
彼
も
私
の
事
を
心
良
く
思

っ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
私
が
英

語
が
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
彼

が
指
示
し
た
内
容
が
言
葉
で
は
伝
わ

ら
な
い
の
で
す
。
私
は
自
分
で
仕
事

は
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
し
、
彼

に
し
た
ら
私
は
分
か
っ
て
い
な
い
よ

う
に
見
え
る
し
、
行
き
違
い
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
当
然
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
た
ま
り
ま
す
。
八
つ
当
り

が
増
え
、
不
機
嫌
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
人
と
の
対
話
や
、
特
に

簡
単
な
挨
拶
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
私
は
働
き
な
が
ら

自
分
の
心
と
対
話
し
ま
し
た
。
そ
の

時
に
考
え
つ
い
た
の
が
、
挨
拶
を
す

る
事
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
と

い
う
も
の
、
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心

使
い
を
見
て
は
感
謝
し
あ
り
が
と
う

と
言
い
、
自
分
に
非
が
あ
る
時
は
す

み
ま
せ
ん
と
言
い
ま
し
た
。
す
る
と、

自
分
の
心
に
あ
っ
た
不
満
や
わ
だ

か

ま
り
が
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

挨
拶
に
忙
し
い
も
の
で
そ

ん
な
事
を

気
に
し
て
い
る
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
私
の
心
の
中
で
彼
に
指
示

を
受
け
る
時
に
も
不
満
が
つ
の
る
事

が
少
し
づ
っ
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
彼
の
事
を
心
配
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
所
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
の
仕
事
は

人
の
何
倍
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
や

っ
と
彼
の
苦
労
を
分
か
っ
た
の
で
し

た
。
そ
し
て
彼
が
な
ぜ
私
に
ま
く
し

た
て
る
よ
う
に
指
示
を
出
し
て
い
た

の
か
知
り
ま
し
た
。
自
分
の
心
が
解

放
さ
れ
た
時
、
初
め
て
人
の
心
が
分

か
る
の
で
す
。

k
u
 

噌

E
A

私
の
山
に
戻
っ
て
き
だ

大
切
な
も
の

私
が
コ

l
で
得
て
き
た
も
の
は
非

常
に
大
き
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
情

報
以
上
の
も
の
で
す
。
そ
れ
は
何
か

と
言
え
ば
自
分
ら
し
さ
で
す
。
こ
の

二
つ
の
例
の
他
に
も
色
々
な
体
験
を

し
ま
し
た
が
、
そ
の
全
て
が
昔
、
母

や
担
母
に
教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
思

い
出
さ
せ
る
事
ば
か
り
な
の
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
、
す
み
ま
せ
ん
、
ど
う

ぞ
L

を
必
ず
言
い
な
さ
い
。
誰
が
正

し
い
の
で
は
な
く
、
何
が
正
し
い
か

で
判
断
し
な
さ
い
。
人
の
気
持
ち
に



な
っ
て
考
え
な
さ
い
。
人
を
好
き
に

な
り
な
さ
い
。
人
の
悪
い
所
を
見
る

の
で
は
な
く
、
人
の
良
い
所
を
見
な

さ
い
。
あ
な
た
が
人
を
嫌
え
ば
、
そ

の
人
も
あ
な
た
を
嫌
い
ま
す
。
人
を

非
難
し
て
人
指
し
指
で
人
を
指
す
と

三
本
の
指
が
あ
な
た
を
指
し
て
い
ま

す
よ
。
誰
が
見
て
な
く
て
も
、
神
様

が
必
ず
見
て
い
る
の
で
す
。
失
敗
し

て
も
良
い
。
た
だ
二
度
同
じ
失
敗
は

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
分
か
っ
た
つ

も
り
に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
な

ど
の
言
葉
を
私
は
コ

l
で
再
発
見
し

ま
し
た
。

私
は
小
学
六
年
生
の
時
に
い
じ
め

．スイス1虫、：，：，，G；念H ( 8 JJ 1 H）を祝う式典

に
あ
っ
て
か
ら
、
人
が
信
じ
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
じ

め
ら
れ
た
事
で
自
分
に
も
自
信
が
な

く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
が
母

や
祖
母
が
教
え
て
く
れ
た
事
を
忘
れ

さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
コ
ー
で
そ
の

多
く
を
見
つ
け
る
事
が
で
き
た
の
で

し
た
。
こ
こ
十
年
間
位
ポ
ッ
カ
リ
と

穴
の
開
い
て
い
た
私
の
心
に
大
切
な

も
の
が
戻
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
れ

が
自
分
ら
し
さ
な
の
で
す
。

ス
イ
ス
か
ら
日
本
ま
で
の
飛
行
機

の
中
で
、
私
は
自
分
の
中
に
や
る
気

が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し

た
。
早
く
日
本
に
帰
っ
て
や
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
事
を
や
り
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
十
一
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
と
い
う
長
い
産
道
を
抜
け
た
八

月
二
十
四
日
の
日
本
で
、
私
の
新
し

い
人
生
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し
た
。

最
後
に
、
コ

l
で
大
変
に
お
世
話

に
な
っ
た

M
R
A
事
務
局
の
藤
田
さ

ん
の
ご
家
族
と
杉
さ
ん
、
そ
し
て
世

界
の
多
く
の

M
R
A
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

誰
よ
り
も
こ
の
旅
行
に
行
く
機
会
を

与
え
て
く
れ
た
両
親
と
祖
父
母
に
感

謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し

た

。

（

終

）

MRA国際青年会議レポート ｜ 充
実
し
た
日
々

新
生
野
中
学
三
年

南
車
也

「
M
R
A
国
際
青
年
会
議
」
と
て
も

難
し
そ
う
な
こ
の
響
き
が
、
僕
を
不

安
に
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
教
科
書
を

使
う
こ
と
し
か
知
ら
な
い
僕
に
は
不

安
が
体
か
ら
に
じ
み
山
．

い
て
も
お

F
h
u
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官ド妓のの
ち

各

生
・

予か
し
く
な
い
気
持
ち
で
し
た
。
緊
張

し
な
が
ら
登
山
電
車
を
降
り
、
最
初

に
聞
い
た
言
葉
は
、
日
本
語
。
そ
の

後
も
、
全
員
初
対
面
な
の
に
、
「
ハ
ロ

！
」
と
ま
る
で
親
し
い
友
達
の
よ
う

に
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
す
。

僕
は
あ
ぜ
ん
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

次
の
一
瞬
、
頭
か
ら
不
安
が
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

M
R
A
で
の
生
活
は
と
て
も
楽
し

く
、
言
葉
の
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

世
界
各
国
の
人
と
話
を
し
た
り
し
て
、

充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
こ
こ
に
来

て
い
る
人
々
は
、
分
け
隔
て
な
く
声

を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
中
に
は
紛
争



中
で
大
変
な
、
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
来

て
い
る
女
の
子
た
ち
も
い
ま
し
た
。

本
当
に
た
く
さ
ん
の
国
の
人
が
集
ま

っ
て
お
り
、
全
て
の
人
々
が
平
和
を

愛
し
、
望
ん
で
い
る
、
優
し
い
人
ば

か
り
で
し
た
。
ま
た
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
大
勢
の
人
が
自
分
の
意
見

を
言
い
、
他
の
人
の
話
を
聞
き
、
ジ

ョ
ー
ク
を
混
じ
え
な
が
ら
考
え
る
。

し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
意
見

を
持
っ
て
い
て
、
人
の
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
、
問
題
を
解
決
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え

て
い
る
の
は
、
日
本
で
は
な
か
な
か

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
光
景
だ
、
と

思
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
世
界
共
通
な
ん
だ

な
、
と
今
回
思
い
ま
し
た
。
話
は
つ

ま
っ
た
り
、
間
違
え
た
り
し
て
い
ま

し
た
が
、
辞
書
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ

l
を

使
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
な
に
よ

り
真
剣
に
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ

た
か
ら
、
英
語
も
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ

や
話
で
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
言
葉
よ
り
も
気
持
ち
の
方
が
大

事
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
た
し
か
に

気
持
ち
も
大
切
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

言
葉
が
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
に
も
限
界

が
あ
り
ま
ず
か
ら
、
言
葉
の
必
要
性

と
い
う
つ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

で
も
、
初
め
て
英
語
を
学
校
以
外
で

話
し
、
分
か
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が

一
番
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

食
事
一
つ
を
と
っ
て
も
日
本
と
違

う
と
こ
ろ
だ
ら
け
で
、
と
ま
ど
い
ま

し
た
。
日
本
は
早
く
、
静
か
に
食
べ

る
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
で
は
ゆ
っ

く
り
と
時
間
を
か
け
て
話
を
し
な
が

ら
食
べ
て
い
る
か
ら
で
す
。
慣
れ
な

く
て
困
っ
て
い
る
私
た
ち
に
、
み
な

さ
ん
は
席
を
す
す
め
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
た
た
め
、
食
事
の
時
間
さ
え
楽

し
く
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
も

決
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
仕
事
を
し

て
い
て
、
ぺ

l
ス
に
追
い
つ
け
な
く

な
る
と
、
食
事
の
終
わ
っ
た
人
が
手

伝
っ
て
く
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
、

皿
洗
い
で
少
し
指
先
に
や
け
ど
を
し

た
だ
け
で
し
た
。
そ
の
時
は
、
口
で

は
言
え
な
い
ほ
ど
感
謝
し
ま
し
た
。

三
日
間
、

M
R
A
に
参
加
し
て
、

自
分
の
中
で
何
か
が
変
わ
っ
た
気
が

し
ま
す
。
世
界
中
の
地
域
の
人
に
あ

っ
て
学
ん
だ
こ
と
は
数
え
き
れ
な
い

く
ら
い
で
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
身

近
な
話
題
が
多
く
て
、
「
嫌
い
な
こ
と
L

や
「
嫌
い
な
人
L

な
ど
の
質
問
に
真

剣
に
取
り
組
む
風
景
は
、
日
本
で
は

滅
多
に
み
ら
れ
る
も

込
．
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
ス
モ
ー
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
一
人
一
人
が
意
見
を
出
し
合
い
、

人
種
が
違
っ
て
も
差
別
な
ん
て
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
僕
は
日
本
と
比
べ
す
ぎ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
日
本
の
良
い
点
、
悪
い
点
を

日
本
の
外
か
ら
見
て
、
少
し
だ
け
分

か
り
ま
し
た
。
悪
い
と
こ
ろ
を
ど
う

し
て
ゆ
け
ば
改
善
で
き
る
の
か
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
行
動
し
な
け
れ
ば
何
も
得

ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
勉

強
を
し
な
け
れ
ば
言
葉
は
話
せ
な
い

・ ＂，＼°：iいF主席件プを，i号った大阪x111’手生チームのmu先い

し
、
積
極
的
に
な
ら
な
け
れ
ば
友
達

も
で
き
な
い
。

M
R
A
は
僕
に
大
切

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
な

か
な
か
日
本
で
学
べ
な
い
こ
と
を
経

験
し
た
こ
と
は
、
大
き
な
こ
と
で
す
。

僕
は
日
本
人
的
な
、
面
倒
く
さ
が
る

性
格
を
直
し
、
英
語
な
ど
を
勉
強
し

て
、
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
も

う
一
度
必
ず
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
へ

近
い
う
ち
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
と
ハ
ロ
ー

北
稜
中
学
三
年

中
端
友
恵

-17-

、1叫。古島必

私
は
七
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
の
三
日
間
を
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

ウ
ス
で
過
ご
し
ま
し
た
。
私
に
と
っ

て
そ
の
三
日
間
は
驚
き
と
発
見
、
そ

し
て
喜
び
の
連
続
で
し
た
。
そ
の
全

部
を
あ
げ
て
い
く
と
き
り
が
な
い
ほ

ど
で
、
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
で
や
っ

た
事
一
つ
一
つ
に
意
味
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

滞
在
中
、
私
が
一
番
好
き
だ
っ
た



時
間
は
、
食
事
の
時
間
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
で
て
く
る
料
理
は
す
ご
く
お

い
し
か
っ
た
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
楽

し
み
だ
っ
た
の
は
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
座
っ
た
人
と
す
る
会
話
で
し
た
。

毎
回
、
違
う
人
と
座
れ
て
、
そ
の
度

に
「
ハ
ロ

l
、

マ

イ

ネ

l
ム

イ

ズ
ト
モ
エ
」
と
言
っ
て
会
話
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
の
未
熟
な
英
語
を

み
な
さ
ん
食
事
を
止
め
て
ま
で
聞
い

て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た

で
す
。
日
本
で
は
二
年
半
も
英
語
を

習
っ
て
い
な
が
ら
、
数
え
る
く
ら
い

し
か
外
国
の
方
と
は
し
ゃ
べ
っ
た
こ

と
が
な
く
て
、
初
め
の
方
は
本
当
に

通
じ
て
い
る
の
か
な
あ
と
不
安
で
し

た
が
、
み
な
さ
ん
笑
っ
て
ま
た
話
し

か
け
て
く
れ
た
の
で
、
積
極
的
に
し

ゃ
べ
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
に
、
「
笑
う
」
と
い
う
と

と
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、

み
ん
な
友
達
の
よ
う
に
「
ハ
ロ

l
L

と
言
っ
て
笑
い
か
け
て
く
れ
ま
す
。

私
も
初
め
は
言
わ
れ
て
か
ら
言
っ
て

い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
自
分

か
ら
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

お
互
い
一
言
し
か
言
わ
な
い
け
ど
、

相
手
の
目
を
見
て
言
う
と
、
言
わ
れ

た
方
も
嬉
し
い
し
、
言
い
返
さ
れ
た

方
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
は
廊
下
を
歩
く
の
が
好
き
で
し
た
。

日
本
で
は
自
分
の
身
近
な
人
だ
け
あ

い
さ
つ
を
し
て
、
そ
れ
も
た
だ
軽
く

礼
す
る
だ
け
で
、
ち
ょ
っ
と
さ
び
し

い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
日
本
に
も

「
ハ
ロ

l
L
と
い
う
よ
う
な
言
葉
が
あ

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

三
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
、
私
は
た
く
さ
ん
の
事
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
笑
う
L

と
い
う

こ
と
の
大
切
さ
、
「
ハ
ロ

1
」
と
い
う

一
言
の
大
切
さ
と
と
も
に
、
会
議
を

通
し
て
、
同
じ
地
球
上
で
い
ろ
ん
な

問

題

が

っ

て

い

る

事

も

知

り

ま

し
た
。
そ
ん
な
大
き
な
問
題
を
真
剣

に
話
し
合
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
を
見

て
い
て
、
自
分
の
視
野
の
せ
ま
さ
が

身
に
し
み
て
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ど
ん
ど
ん
視
野
を

広
げ
、
コ
ー
に
集
ま
る
み
な
さ
ん
と

十
分
話
し
合
い
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の

語
学
力
を
つ
け
、
も
う
一
度
、
コ
ー

の
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
に
行
き
た
い

で
す
。

・グループデイスカッションで受験、観 ［－閃係、いじめなど身近な問題を本1((
に，lfiす中学生たち

「

世
界
L 

の
中
で

横
堤
中
学
三
年
金
子
久
美
子

ス
イ
ス
に
来
た
次
の
日
に
も
う
、

た
く
さ
ん
の
知
ら
な
い
人
の
中
に
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う

不
安
を
抱
え
て
入
っ
た
マ
ウ
ン
テ
ン

ハ
ウ
ス
。
そ
こ
は
、
山
の
上
に
も
か

か
わ
ら
ず
と
て
も
設
備
が
整
っ
て
い

て
、
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ

た
。
周
り
は
全
部
緑
に
固
ま
れ
て
い

て
、
自
然
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
が

日
本
よ
り
面
積
が
小

一国
だ
な
ん

て
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
真
下
に
見
下

ろ
せ
る
湖
と
遠
く
に
映
え
る
山
々
と

を
見
て
い
る
と
、
小
さ
な
こ
と
な
ど
忘

れ
て
し
ま
え
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
難
し
い
内
容
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ

れ
と
同
時
に
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
み
ん
な
が

真
剣
に
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

る
と
わ
か
っ
た
と
き
今
ま
で
、
自
分

の
こ
と
で
し
か
悩
め
な
か
っ
た
自
分

の
小
さ
さ
を
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

ま
た
、
世
界
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
人
々

の
こ
と
を
考
え
て
設
置
さ
れ
て
い
る

同
時
通
訳
の
数
の
多
さ
に
は
驚
く
ば

か
り
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
規
模

の
大
き
さ
に
も
驚
い
た
の
だ
け
れ
ど
、

何
よ
り
も
、
世
界
中
の
人
々
、
全
員

を
思
っ
て
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ

と
に
、
と
て
も
胸
を
打
た
れ
た
。
で

も
、
み
な
さ
ん
英
語
が
と
て
も
お
上

手
で
、
私
も
も
っ
と
勉
強
し
て
、
英

語
の
と
き
く
ら
い
は
イ
ヤ
ホ
ン
を
外

し
て
聴
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

次
の
日
か
ら
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ

別
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
同
じ
こ
と

が
い
え
た
。
私
達
は
通
訳
な
し
に
聴

け
な
く
て
、
理
解
す
る
の
に
み
な
さ

ん
よ
り
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
く
も
ど
か
し

い
思
い
を
し
た
。
英
語
が
ど
れ
だ
け
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大
切
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
で
も
、

み
な
さ
ん
は
私
達
の
意
見
を
真
剣
に

き
い
て
下
さ
り
、
初
め
は
何
を
言
え

ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
頭
で
考
え
て

ば
か
り
だ
っ
た
け
れ
ど
、
次
第
に
言

葉
が
口
を
つ
い
て
出
て
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。
何
よ
り
、
私
達
を
子
供
だ
と

思
わ
ず
一
人
の
人
間
と
し
て
認
め
て

下
さ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ル
ー
ム
で
も
ま
た
、

「
歌
」
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
友
達
が
で

き
た
。
た
ぶ
ん
私
達
の
た
め
で
あ
ろ

う
「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
は

知
っ
て
る
歌
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

み
ん
な
の
前
で
堂
々
と
歌
う
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
自
信
が
つ
い
た
。
も

ち
ろ
ん
み
な
さ
ん
、
と
て
も
歌
が
う

ま
く
て
ノ
リ
が
い
い
。
つ
い
つ
い
こ

ち
ら
も
体
を
動
か
し
な
が
ら
歌
っ
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
本
番
で
は
、
き

い
て
下
さ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
ま
で

も
が
手
を
た
た
い
て
足
を
な
ら
し
て

ウ
イ
ン
ク
し
て
。
あ
の
時
は
本
当
に
、

み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ
た
気
が
し
て
、

心
が
温
か
っ
た
。

料
理
の
方
で
は
、
普
段
手
伝
い
を

怠
っ
て
い
る
せ
い
も
あ
っ
て
、
に
ん

じ
ん
を
切
る
の
に
も
時
間
が
か
か
る

し
、
形
は
そ
ろ
わ
な
い
し
、
失
敗
し

た
分
が
あ
れ
だ
け
多
か
っ
た
の
に
は

少
し
情
．

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
後

で
他
の
日
本
人
の
方
か
ら
寸
み
ん
な
、

に
ん
じ
ん
の
飾
り
が
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
て
言
っ
て
た
よ
L

と
聞
か
さ
れ

た
と
き
は
、
み
な
さ
ん
の
心
の
温
か

さ
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

サ

l
ビ
ン
グ
も
大
変
な
仕
事
だ
っ

た
け
れ
ど
そ
こ
で
も
ま
た
、
色
々
な

人
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
疲
れ
を
感

じ
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。
あ
あ
や

っ
て
何
も
か
も
み
ん
な
で
や
る
と
、

み
ん
な
一
緒
に
暮
ら
し
て
る
ん
だ
な

と
感
じ
ら
れ
て
、
と
て
も
温
か
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。

結
局
で
き
た
友
達
は
二
十
人
近

く
。
そ
れ
も
み
ん
な
い
い
人
達
ば
か

り
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
た
く
さ
ん

の
友
達
を
通
じ
て
、
今
ま
で
思
い
も

よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
発
見
で
き
る

は
ず
。
言
葉
の
違
う
も
ど
か
し
き
の

中
で
も
、
い
ち
ば
ん
大
切
な
の
は
心

を
通
わ
せ
る
こ
と
だ
と
み
ん
な
は
教

え
て
く
れ
た
。
人
々
の
温
か
さ
に
ふ

れ
な
が
ら
、
私
自
身
も
き
っ
と
成
長

で
き
た
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
下
さ
り
、
ま

た
支
え
て
下
さ
っ
た
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
、
み
ん
な

に
も
う
一
度
会
い
に
い
こ
う
と
心
に

決
め
て
い
る
。

沢
山
の
人
々
と
の
．

出
会
い

瓜
破
中
学
二
年
松
田
香
奈
子

私
は
、
七
月
二
十
八
日
か
ら
、
七

月
三
十
一
日
ま
で
、

M
R
A
コ
l
世

界
大
会
に
参
加
し
、
た
っ
た
三
日
間

で
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
経
験
を
し

ま
し
た
。

行
く
前
ま
で
、
モ
ン
ト
ル
ー
か
ら

の
登
山
列
車
の
中
な
ど
で
は
、
楽
し

み
よ
り
も
不
安
ば
か
り
で
し
た
。
青

少
年
国
際
会
議
と
は
何
か
。
言
葉
、

文
化
の
異
な
る
人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
か
。
ま
た
、
習

い
始
め
た
ば
か
り
の
英
語
で
通
じ
る

だ
ろ
う
か
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、

あ
れ
こ
れ
う
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し

た。
そ
し
て
コ

l
に
着
き
ま
し
た
。
小

さ
な
駅
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
、
目

の
前
に
そ
び
え
た
つ
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ

ウ
ス
は
、
私
の
想
像
を
は
る
か
に
絶

す
る
も
の
で
し
た
。
で
も
、
私
の
か

か
え
る
不
安
の
山
は
、
荷
物
を
部
屋

ま
で
運
ぶ
聞
に
も
少
し
ず
つ
か
き
消

さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

廊
下
で
会
う
人
誰
も
が
全
く
知
ら
な

い
私
達
に
庁

H
E
L
L
O
H
と
声
を

か
け
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

私
に
は
五
人
の
ル

l
ム
メ
イ
ト
が

い
ま
し
た
。
私
に
は
そ
れ
ま
で
、
外

国
人
と
触
れ
合
う
機
会
な
ど
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。

初
め
て
会
っ
た
私
達
に
、
お
ふ
ろ

や
食
堂
の
位
置
を
教
え
て
く
れ
た
り

し
ま
し
た
。
ま
た
食
事
の
時
は
、
全

く
知
ら
な
い
人
で
も
、
席
が
近
く
な

る
と
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
知
り
合
っ

た
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
女

の
子
と
、
学
校
の
話
を
し
て
い
て
、

制
服
を
着
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
と
、
と
て
も
驚
い
て
い
ま

し
た
。

n
w
d
 

司
』
ム

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
テ
レ
ビ
や

新
聞
を
通
し
て
知
る
ニ
ュ
ー
ス
よ
り

も
、
も
っ
と
奥
深
い
問
題
が
世
界
の

中
に
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で

あ
ま
り
自
分
と
は
関
係
な
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
身
近
に
思
え
て
き
ま

し
た
。



ま
た
、
ク
ッ
キ
ン
グ
や
テ
ィ

l
タ

イ
ム
で
も
た
く
さ
ん
の
人
と
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。

で
も
、
や
っ
ぱ
り
一
番
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
は
、
自
分
の
英
語
が
通
じ

た
こ
と
で
す
。
ル
ー
ム
メ
イ
ト
や
食

事
や
テ
ィ
！
タ
イ
ム
で
知
り
合
っ
た

人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
つ
い
て

話
を
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
単
語

を
な
ら
べ
る
だ
け
の
英
語
で
、
半
分

以
上
は
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
し
た
が
、

自
分
で
も
ふ
と
気
が
つ
い
て
み
る
と
、

一
生
懸
命
に
通
じ
る
よ
う
に
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
言
葉
は
不
自
由
で
も
、

相
手
の
人
も
そ
れ
に
答
え
て
く
れ
ま

人－"・ 
司＂-ef

－・・・ 、‘ －－.ー．町 、
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し
た
。
遠
い
外
国
の
遠
い
人
々
と
思

っ
て
い
た
気
持
ち
は
な
く
な
り
、
身

近
に
思
え
て
き
ま
し
た
。
固
と
国
と

の
聞
に
は
、
国
境
が
あ
り
、
言
葉
、

文
化
、
習
慣
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
こ
の
コ

1
で
私
は
、
た
と

え
国
境
を
隔
て
た
異
な
る
国
の
間
で

も
、
違
い
ば
か
り
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
私
は
、

初
め
て
、
日
本
語
の
通
じ
な
い
生
活

を
経
験
し
ま
し
た
。
た
と
え
言
葉
が

違
っ
て
も
、
と
思
い
ま
す
が
、
や
っ

ぱ
り
、
外
国
語
を
学
習
す
る
大
切
さ

を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

た
っ
た
三
日
間
で
し
た
が
、

日
本

で
は
で
き
な
い
経
験
を
し
、
そ
し
て
、

私
の
視
野
も
、
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。
自
分
の
園
、
庁
日
本
。
の
こ
と
ば

か
り
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
世
界

は
広
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
私
が
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
大

き
な
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
ん
な
よ
い
経
験
を
し
た
コ

ー
に
必
ず
も
う
一
度
来
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た自
分
自
身
の
国
際
化

東
住
吉
中
学
三
年

谷
川
朋
幸

僕
は
と
て
も
短
い
間
で
し
た
が
、

コ
l
で
の

M
R
A
世
界
大
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
初
め
て

見
た
マ
ウ
ン
テ
ン
ハ
ウ
ス
は
「
う
わ

あ
」
と
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
の
す

ば
ら
し
い
建
物
で
し
た
。
広
い
会
議

場
、
設
備
の
整
っ
た
通
訳
の
シ
ス
テ

ム
、
何
も
か
も
「
す
ご
い
」
の
一
言

で
し
た
。

僕
は
英
語
に
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。

片
言
の
英
語
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
す
。
心
の
中
を
不
安
で
い

っ
ぱ
い
に
し
て
こ
の

M
R
A
に
臨
み

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
体
験

は
全
て
が
楽
し
く
、
新
鮮
で
驚
く
べ

き
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
そ
し
て
僕

は
こ
こ

M
R
A
で
二
つ
の
大
き
な
事

を
学
び
ま
し
た
。

一
つ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

大
切
さ
で
す
。
こ
こ
は
世
界
中
か
ら

た
く
さ
ん
の
人
々
が
集
う
場
所
で
す
。

だ
か
ら
ド
イ
ツ
か
ら
き
た
男
の
子
、

ク
ロ
ア
チ
ア
や
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
の

女
の
子
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き

ま
し
た
。
会
う
人
、
会
う
人
が
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
れ
、
一
緒
に
食
事

を
し
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
み

ん
な
が
ま
る
で
親
戚
同
士
の
様
な
暖

か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
片
言
の
英
語

し
か
話
せ
な
い
僕
が
こ
ん
な
に
良
い

友
達
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
も
、

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
み
な
さ
ん
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
う
ま
く
と

れ
る
人
ば
か
り
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

自
分
も
改
め
て
、
だ
れ
と
で
も
友
達

に
な
れ
る
、
だ
れ
に
で
も
自
分
の
意

見
が
言
え
る
、
そ
う
い
う
人
間
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ハUつ臼



も
う
一
つ
は
、
も
っ
と
世
界
中
へ

目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
分
科
会
で
の
話
し
合

い
で
、
他
の
国
々
に
も
日
本
で
の
在

日
朝
鮮
人
の
方
達
の
様
な
問
題
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま

た
、
黒
人
と
白
人
と
い
う
よ
う
な
人

種
差
別
的
な
問
題
も
ま
だ
ま
だ
解
決

さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
の
で
す
。
日

本
に
い
る
聞
は
日
本
の
事
だ
け
と
い

う
の
で
な
く
世
界
中
で
困
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
、
も
っ
と
広
い

範
囲
に
視
野
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を

M
R
A
は
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。

M
R
A
に
参
加
し
て
、
最
初
こ
こ

訪
れ
る
ま
で
英
語
が
ダ
メ
だ
と
不
安

が
っ
て
い
た
自
分
が
遠
い
昔
の
自
分

に
思
え
て
き
ま
す
。
な
ぜ
な
ら

M
R

A
は
僕
に
相
手
の
話
を
聞
く
こ
と
の

大
切
さ
、
お
互
い
の
目
を
見
て
話
す

こ
と
の
重
要
さ
、
そ
し
て
そ
う
す
れ

ば
必
ず
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
発

見
は
将
来
い
ろ
い
ろ
な
面
で
僕
自
身

に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

本
当
に
三
日
間
と
い
う
短
い
間
で

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
友
達
に
囲
ま

れ
と
て
も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が

．

ま
し
た
。
大
き
な
機
械

で
洗
っ
た
た
く
さ
ん
の
食
器
、
み
ん

な
で
歌
っ
た
寸
幸
せ
な
ら
手
を
叩
こ

う
」
。
ど
れ
も
こ
れ
も
が
忘
れ
難
い
、

い
え
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
思
い
出
一
つ
一
つ
が
僕
の
心
の

中
で
い
つ
ま
で
も
生
き
続
け
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
何
事
も
ま
ず
自
分
自

身
を
見
つ
め
直
し
、
自
分
で
自
分
の

国
際
化
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
い
つ
か
、
絶
対
に
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

M
R

A
の
み
な
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

人
々
の

ωに
国
境
は

な
か
っ
だ
十
三
中
学
三
年

宮
島
良
子

M
R
A
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
会
議

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
議
の
テ

i
マ
は
、
家
庭
に
つ
い
て

や
国
境
、
自
分
自
身
に
つ
い
て
な
ど
、

様
々
で
し
た
。
会
議
に
は
、
お
年
寄

り
か
ら
私
達
よ
り
小
さ
い
子
ま
で
あ

ら
ゆ
る
人
種
、
国
籍
、
．

蔀
の
人
々

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
私

が
会
議
の
中
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た

事
は
、
約
二
百
人
も
の
人
々
の
前
で

自
分
の
意
見
を
発
言
で
き
た
事
で
し

た
。
す
ご
く
あ
た
り
前
の
事
し
か
言

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

M
R
A
の
会

議
で
は
自
分
の
思
っ
て
い
る
事
を
か

た
く
な
ら
ず
に
素
直
に
言
え
ば
良
い

と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
の

で
、
私
の
小
さ
な
意
見
で
も
き
ち
ん

と
一
意
見
と
し
て
と
り
入
れ
て
下
さ

い
ま
し
た
。

ク
ッ
キ
ン
グ
の
時
間
で
は
、
私
達

女
の
子
四
人
は
、
に
ん
じ
ん
を
花
型

に
切
っ
た
り
、
ね
ぎ
を
切
っ
た
り
し

ま
し
た
。
最
後
は
時
間
が
な
く
、
ば

た
ば
た
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

も
気
持
ち
が
あ
せ
っ
て
い
た
せ
い
も

あ
り
、
足
を
滑
べ
ら
せ
ね
ぎ
が
入
っ

て
い
た
ボ

l
ル
を
落
と
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
ご
く
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
た

だ
で
さ
え
足
ら
な
い
ね
ぎ
を
落
と
し

て
し
ま
い
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
っ
た
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
時
、
魚
を
料
理
を
し
て
い
た
お

ば
さ
ん
が
、

「
気
に
し
な
く
て
も
い
い
よ
。
今
日

市

の

テ

ィ

l
タ
イ
ム
の
ケ

l
キ
を

2
枚

げ
も
落
と
し
た
人
が
い
る
の
よ
。
さ
あ
、

メ川
終
っ
た
か
ら
先
に
食
事
を
し
て
い
ら

↓
っ
し
ゃ
い
一
。

レか
と
、
言
っ
て
名
前
も
知
ら
な
い
私
を

M

な
ぐ
さ
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の

付
時
、
あ
ら
た
め
て
、
人
の
あ
た
た
か

坊
さ
を
知
り
ま
し
た
。

た

ま

た

、

M
R
A
に
は
、
合
唱
部
が

い
山
あ
り
、
こ
れ
は
、
誰
も
が
参
加
で
き
、

脱
い
ろ
ん
な
国
の
歌
を
歌
う
事
が
で
き

でけ
ま
す
。
そ
こ
で
も
ま
た
、
た
く
さ
ん

貯
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

訓
練
習
し
た
歌
を
会
議
の
始
め
に
み
ん

が
は
な
で
発
表
し
ま
し
た
。
曲
名
「
幸
せ
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な
ら
手
を
叩
こ
う
」
で
し
た
。
こ
の

歌
を
日
本
語
と
英
語
で
歌
い
ま
し
た
。

曲
の
中
の
手
を
叩
く
と
こ
ろ
や
、
足

を
な
ら
す
所
な
ど
で
沢
山
の
人
が
一

緒
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
私

も
す
ご
く
う
れ
し
く
、
私
ま
で
幸
せ

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
み
ん
な
が

国
境
と
い
う
壁
を
超
え
て
、
一
つ
の

世
界
と
い
う
輪
で
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

M
R
A
で
楽
し
か
っ
た
時
は
、
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、

食
事
の
時
間
で
す
。
食
事
は
、
大
変

お
い
し
く
、
そ
の
時
そ
の
時
で
食
事

の
テ

l
マ
が
あ
り
、
私
達
が
ク
ッ
キ

ン
グ
を
し
た
時
は
「
日
本
食
」
で
し

た
。
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食
事
で

も
き
ち
ん
と
し
た
意
味
が
あ
る
ん
だ

な
あ
と
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
食

事
の
時
間
は
、
食
事
を
す
る
為
だ
け

で
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
い

に
な
れ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で

す
。
毎
回
、
違
う
席
、
違
う
メ
ン
バ

ー
で
食
べ
、
多
く
の
人
と
友
達
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
私
も
周
り
の
み

ん
な
も
食
事
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
食

べ
て
い
ま
し
た
。
食
事
を
楽
し
む
と

い
う
事
は
あ
た
り
前
の
事
だ
け
ど
、

今
の
日
本
の
家
庭
で
は
だ
ん
だ
ん
そ

れ
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

う
い
う
面
か
ら
考
え
て
も
、
す
ご
く

有
意
義
な
食
事
が
で
き
た
と
思
い
ま

す。
ま
た
、
自
由
時
間
に
な
る
と
、
夜

九
時
だ
と
い
う
の
に
、
明
る
い
の
で

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
誘
っ
て
も
ら
い
、

一
緒
に
し
ま
し
た
。
み
ん
な
私
達
よ

り
年
上
の
人
ば
か
り
な
の
に
私
達
も

め
い
い
っ
ぱ
い
楽
し
め
ま
し
た
。
た

と
え
私
が
失
敗
し
て
も
、

「
大
丈
夫
、
次
が
ん
ば
ろ
う
。
」

と
、
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
も
し
、

一
点
入
れ
れ
た
時
は
、
手
を
叩
き
合

っ
て
喜
ん
で
く
れ
た
り
、
ず
っ
と
昔

か
ら
の
仲
の
良
い
友
達
の
よ
う
に
楽

し
み
ま
し
た
。

M
R
A
で
は
、
私
み
た
い
な
英
語

が
上
手
に
話
せ
な
い
人
で
も
、
積
極

的
に
自
分
か
ら
一
生
懸
命
思
い
を
伝

え
よ
う
と
し
、
相
手
の
話
も
必
死
で

理
解
し
よ
う
と
す
れ
ば
お
互
い
が
心

か
ら
の
友
達
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
、
国
同
士
が
仲
が
悪
か
っ
た

と
し
て
も
、
こ
こ
に
い
る
人
達
は
み

ん
な
が
、
人
を
許
す
こ
と
が
で
き
、

ま
っ
す
ぐ
に
思
っ
て
い
る
事
を
話
せ
、

ど
ん
な
小
さ
な
問
題
で
も
話
し
合
い

で
、
お
互
い
の
意
見
を
尊
重
し
合
い

な
が
ら
、
解
決
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
ま
す
。
達
は
、
グ
ル
ー
プ
会
議

そ

の
中
で
「
い
じ
め
」
と
い
う
事
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
い
じ
め
は

ど
こ
の
国
で
も
起
こ
っ
て
い
る
事
で

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る

に
は
、
見
て
い
る
側
の
第
三
者
が
協

力
し
て
い
じ
め
を
な
く
す
と
い
う
事

が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
一
人
や

二
人
の
力
で
ど
う
す
る
事
も
で
き
な

い
事
で
も
そ
れ
が
十
人
、
二
十
人
に

な
る
と
き
っ
と
大
き
な
力
に
な
る
と

い
う
事
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
み
ん
な
で
ど
う
す
れ
ば
良
く
な
る

か
に
つ
い
て
考
え
る
事
が
必
要
だ
と

い
う
事
を
今
回
、
会
議
を
通
じ
て
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
コ

l
世
界
大
会
に
参
加

で
き
、
日
頃
日
本
で
は
学
べ
な
い
、

人
間
と
し
て
大
切
な
事
を
た
く
さ
ん

学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
人
の
あ
た

た
か
さ
や
人
を
許
す
事
、
本
当
の
心

か
ら
の
友
達
、
世
界
が
抱
え
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
な
ど
を
、
目
で
見
、

耳
で
聴
き
、
手
で
触
れ
る
事
が
で
き
、

今
も
昔
も
多
く
の
人
が
平
和
に
な
る

為
に
悩
み
苦
し
み
闘
っ
て
い
る
事
を

知
り
ま
し
た
。
そ
し
て

M
R
A
は
世

界
を
理
解
す
る
上
で
大
変
す
ば
ら
し

い
所
で
し
た
。
そ
こ
に
関
わ
る
全
て

の
人
々
の
心
に
国
境
は
あ
り
ま
せ
ん

で

し

た

。

そ

し

て

、

で

友

達

に

、”

な
っ
た
み
ん
な
と
手
紙
を
通
じ
て
も

っ
と
親
し
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。最
後
に
、
私
達
を
支
え
て
下
さ
っ

た
方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
世
界
か
ら
争
い
が
な
く

な
り
、
永
遠
に
世
界
が
平
和
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

eu 本の焼き ，r.~l立大H，，干。腕をふるうのはJl.U誌の，：＇：j校生の飯JR91!fーさん (Ji:)
と湯浅有H さん
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コ
！
円
卓
会
議
で
作
成
さ
れ
た

「
企
業
の
行
動
指
針
L

ー
そ
の
背
景
と
意
義
ー

東
海
大
学
法
学
部
教
授

高

瀬

保

1994年コ一円卓会議よりQR了

コ一円卓会議（CRT)
貿易摩擦の激化と海外での日本のイメージの悪化を懸念したフレデリック・フィリップス
氏（オランダ）とオリピエ・ジスカールデスタン氏（フランス）が提唱し、 86年 8月の第
1回会議以米、夏はスイス、コーで中間会議は世界各地で開催されています。

一
九
九
四
年
七
月
畠

？

の
マ
ウ

ン
テ
ン
・
ハ
ウ
ス
が
あ
る
ス
イ
ス
の

コ
l
で
、
コ

l
円
卓
会
議
（

C
R
T
）

が
年
次
総
会
を
開
催
し
、
「
ビ
ジ
ネ
ス

の
た
め
の
原
則
」
と
称
す
る
企
業
の

行
動
指
針
を
世
界
に
発
表
し
た
。
コ

l
円
卓
会
議
は
、
一
九
八
十
年
代
に

激
化
し
た
日
・
米
・
欧
間
の
貿
易
摩

擦
と
将
来
の
貿
易
戦
争
の
危
機
に
直

面
し
て
、
日
・
米
・
欧
三
地
域
の
ビ

ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
が
相
互
の
信
頼

関
係
（
F
E
Z
え

E
Z円
）
を
築
く
た

め
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
の

C
R
T
の
会
議
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ブ

ィ
リ
ッ
プ
ス
社
元
会
長
の
フ
レ
デ
リ

ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
氏
と
フ
ラ
ン

ス
の
欧
州
経
営
大
学
院

I
N
S
E
A

D
副
理
事
長
の
オ
リ
ビ
エ
・
ジ
ス
カ

ー
ル
デ
ス
タ
ン
氏
に
よ
っ
て
一
九
八

六
年
に
招
集
さ
れ
た
。

そ
の
後

C
R
T
の
議
題
が
拡
大
さ

れ
、
雇
用
、
社
会
問
題
、
東
西
関
係
、

企
業
倫
理
な
ど
を
含
む
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
、
キ
ヤ
ノ
ン
会
長
の
賀
来

龍
三
郎
氏
の
要
請
で
、
世
界
の
平
和

と
安
定
を
脅
か
す
社
会
的
・
経
済
的

脅
威
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
、
企
業

責
任
の
重
要
性
に
つ
い
て

C
R
T
が

活
動
の
焦
点
を
置
い
て
き
た
。

C
R
T
作
成
の
企
業
行
動
指
針

は
、
上
記
三
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ

ー
ダ
ー
で
構
成
さ
れ
た

C
R
T
の
メ

ン
バ
ー
が
、
そ
の
企
業
行
動
に
関
す

る
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
て
調
和
さ

せ
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
決
定
の

指
針
に
す
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
他
の
企
業

が
行
動
と
政
策
の
指
針
を
考
慮
す
る

場
合
の
材
料
と
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

こ
の
行
動
指
針
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
三
地
域
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー

ダ
ー
が
、
各
地
域
の
文
化
・
伝
統
を

尊
重
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
点

を
国
際
化
し
取
り
入
れ
た
。

C
R
T

の
全
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
れ
を
世
界
的

に
適
用
す
べ
き
倫
理
的
原
則
と
し
て

受
け
入
れ
た
。

経
済
上
の
国
際
摩
擦
は
、
文
化
・

伝
統
の
相
違
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
摩
擦
の
回
避
に
こ
の
よ
う
な

行
動
指
針
が
役
立
つ
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
ま
た
、
そ
れ
が
世
界
の
企
業

に
よ
っ
て
次
第
に
広
く
適
用
さ
れ
れ

ば
、
世
界
経
済
の
調
和
的
発
展
を
助

け
る
で
あ
ろ
う
。

寸
企
業
の
行
動
指
針
」
の
構
成
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
序
文
、
第
一
章
前

文
、
第
二
章
一
般
原
則
、
第
三
章

利
害
関
係
者
に
関
す
る
原
則
。

こ
の
指
針
の
理
解
を
助
け
る
た
め
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に
、
こ
れ
ま
で
の

C
R
T
会
議
で
の

討
議
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
若
干
の

予
備
的
解
説
を
試
み
た
い
。
こ
の
解

説
は
、
そ
の
す
べ
て
が

C
R
T
メ
ン

バ
ー
全
員
の
共
通
の
認
識
で
あ
る
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
ご
了
承
願
い
た

い
。
ま
た
、
こ
の
指
針
は
、
適
用
上

の
経
験
を
ふ
ま
え
て
数
年
後
に
改
良

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
広

い
ご
批
判
と
ご
提
案
を
仰
ぎ
た
い
。

「
序
文
」

に
つ
い
て

世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
が
経
済
・

社
会
状
況
を
改
善
す
る
役
割
を
果
た

す
べ
き
で
あ
る
ー
と
い
う

C
R
T
の

信
条
が
、
序
文
の
冒
頭
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
今
や
、
経
済
制
度
と

し
て
は
市
場
経
済
が
東
西
冷
戦
の
終

結
と
共
に
世
界
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
貿
易
・
経
済
の
自

由
化
と
規
制
緩
和
が
世
界
の
大
勢
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
民
主
主
義
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
市
場
経
済
も
実
施
上
多

く
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
そ
れ

を
解
決
す
る
絶
え
ざ
る
努
力
が
な
け

れ
ば
う
ま
く
機
能
し
な
い
。
例
え
ば
、

「
市
場
経
済
し
を
「
持
続
可
能
な
発
展
」

や
「
社
会
秩
序
」
と
両
立
さ
せ
る
必

要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

企
業
は
次
第
に
多
く
与
え
ら
れ
て

い
る
自
由
の
中
で
、
よ
り
良
い
社
会

を
築
く
責
任
と
能
力
を
増
し
て
き
で

い
る
。
こ
の
基
本
認
識
が
あ
っ
て
企

業
の
行
動
指
針
が
作
成
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

「
序
文
」
は
ま
た
次
の
様
に
述
べ
て

い
る
。
「
企
業
行
動
は
、
国
家
間
の
関
係
や

人
類
の
繁
栄
、
福
利
に
影
響
を
及
ぽ

す
。
企
業
・
：
の
あ
り
方
が
、
社
会
的
、

経
済
的
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、

世
界
中
の
人
々
が
感
じ
る
恐
れ
や
信

頼
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
す
。

C

R
T
の
メ
ン
バ
ー
は
、
『
ま
ず
自
ら
を

正
す
こ
と
を
第
一
と
し
、
誰
が
正
し

い
か
で
は
な
く
何
が
正
し
い
か
』
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
」

他
を
責
め
る
前
に
ま
ず
自
ら
を
正

し
、
罪
を
憎
み
て
人
を
憎
ま
ず
と
い

う
指
針
の
基
本
姿
勢
は
、
国
際
交
渉

に
お
け
る
基
本
姿
勢
と
し
て
貴
重
で

あ
り
、
日
本
の
伝
統
に
も
そ
っ
て
い

る。
こ
の
指
針
は
、
日
本
側
か
ら
出
さ

れ
た
「
共
生
」
お
よ
び
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
人
間
の
尊
厳
」

と
い
う
二
つ
の
理
念
を
根
拠
と
し
て

い
る
。
こ
の
企
業
指
針
は
日
本
の
集

団

主

義

び

に

欧

米

の

個

人

主

義

ハ
マ

l
・
ハ
マ
リ
！

A且
τヮ“

第
九
回
コ
！
円
卓
会
議
参
加
者
リ
ス
ト

一
九
九
四
年
七
月
二
十
四
日
j
二
十
七
日

－
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ネ
ピ
ル
・
ク

l
パ

l
夫
妻
（
イ
ギ
リ
ス
）

ト
ッ
プ
マ
ヰ
1
ジ
メ
ン
卜・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
y
プ
会
民
（
必
S
T
C刷
社
長
）

ジ

ョ

ン

・

コ

ッ

ク

ス

（

イ

ギ

リ

ス

）

科
学
産
業
協
会
専
務
理
事

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
オ
ラ
ン
ダ
）

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
社
元
会
長

パ
ツ
ラ
フ
・
ジ
ュ
、
不
ク
（
チ
エ
コ
）

ケ
マ
ポ
ル
社
会
長
兼
社
長

フ
レ
デ
リ
ッ
ヒ
・
パ
ウ
ア

l

（
ド
イ
ツ
）

M
S
T
社
社
長
シ
l
メ
ン
ス
元
取
締
役

ラ
イ
ン
ハ
ル
ド
・
フ
イ
ツ
シ
ャ
！
夫
妻
（
ド
イ
ツ
）

ブ
ラ
ン
コ
社
社
長

フ
レ
デ
リ
ッ
ヒ
・
シ
ョ
ッ
ク
夫
妻
（
ド
イ
ツ
）

シ
ョ
ッ
ク
社
社
長

東 Z
H喧ゥ
業宅 :;:<. 

it干・
アノ、
イ
玖ン
アv リ
ミ、y
l ヒ

o三L
w:ST・ 
屯克y ユ／

X工
会 T乎
長 Jミ
4 ユE
JI二
I叫
迅l
科（
fごド
tl ', 
体：j/) 
fnJッ
恰）

ジ
ョ
ン
・
ル
・
デ
ル
ス
夫
妻
（
フ
ラ
ン
ス
）

金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
元
世
界
銀
行
役
員
）

オ
リ
ピ
エ
・
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）

I
N
S
E
A
D
（
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
経
営
大
学
院
）
副
理
事
長

－
ア
メ
リ
カ

ス
チ
フ
ァ
ン
・
プ
ラ
ス
ウ
ェ
ル

プ
ル

1
デ
ン
シ
ヤ
ル
保
険
、
役
資
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
刷
議
長

ジ
ョ
ン
・
チ
ャ

l
ル
ト
ン

チ
ェ
イ
ス
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
常
務

ア
！
サ

l
・
コ
リ
ン
ス

メ
ド
ト
ロ
ニ
ツ
ク
社
最
」
岡
崎

務
執
行
責
任
者

3
M社
副
社
長

ウ
ォ
ル
タ
l
・
ホ

l
ド
リ
l夫
妻

フ
l
パ
l
研
究
所
シ
ニ
ア
リ
サ
ー
チ
フ
エ
ロ
！

冗
パ
ン
ク
オ
プ
ア
メ
リ
カ
副
社
長
兼
チ

1
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

ロ
パ

l
卜
・
マ
ク
レ
ガ

l

ミ
ネ
ソ
タ
企
業
責
任
セ
ン
タ
ー
所
長

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ

l

パ
ン
ナ
ム
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
元
会
長

ジ
ョ
ン
・
プ
レ
イ
ス

グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ソ

1
シ
ス
社
長

［
ゲ
ス
ト
］

ノ
l
マ
ン
・
ボ
ウ
ィ
！

ミ
ふ
ソ
タ
大
山
下
エ
ル
マ

・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
企
業
資
任
研
究
委
UHH

－
日
本

遠
藤
源
太
郎
夫
妻

グ
ン
ゼ
相
談
役

小
笠
原
敏
品
夫
妻

ニ
フ
コ
社
長
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
会
長

賀
来
龍
三
郎

キ
ヤ
ノ
ン
会
長

金
子
保
久
夫
妻

松
下
電
器
産
業
渉
外
本
部
副
本
部
長
・
理
事

住
友
義
輝
夫
妻
住
友
電
気
工
業
顧
問
、
同
際
M
R
A
n本
協
会
会
長

高
瀬
保
夫
妻
東
海
大
学
教
授
（
元
G
A
T
T事
務
局
）

［
ゲ
ス
ト
］

遠
藤
賓
夫
妻

在
ジ
ュ
、
不
l
プ
国
際
機
関
日
本
政
府
代
表
部
大
使



と
人
権
尊
重
を
背
景
と
し
、
両
者
の

良
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
っ
て
作
ら
れ

た
共
通
の
原
別
で
あ
る
と
こ
ろ
に
意

義
が
あ
る
。

ま
た
、
人
間
の
尊
厳
の
理
念
は
、

日
本
国
憲
法
の
な
か
で
も
種
々
用
い

ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
日
本
文
化
の

中
に
十
分
定
着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
特
に
次
の
規
定
に
注
目
さ
れ

た
い
。

第
日
条
（
個
人
の
尊
重
と
公
共
の
福

祉）
す
べ
て
の
国
民
は
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸

福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い

限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、

最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。

第

μ
条

2

（
家
族
生
活
に
お
け
る
個

人
の
尊
厳
）

配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、

住
居
の
選
定
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
及

び
家
族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に

関
し
て
は
、
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳

と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し

て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
指
針
を
、
将
来
は
日
・
米
・

欧
以
外
の
文
化
と
哲
学
も
包
容
し
た

真
に
世
界
的
な
指
針
に
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
次
の
よ
う
な
動

き
が
あ
．

と
に
も
注
目
し
た
ぃ
。

一
九
九
三
年
に
、
英
国
の
エ
デ
ィ
ン

バ
ラ
公
や
ヨ
ル
ダ
ン
の
フ
セ
イ
ン
国

王
な
ど
の
努
力
で
、
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
、

回
教
徒
及
び
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
間
の
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
倫
理
規
範
」

が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
歴
史
を
共

有
す
る
＝
一
つ
の
宗
教
徒
間
で
、
理
念

の
相
違
か
ら
生
ず
る
現
実
の
ビ
ジ
ネ

ス
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
女
性
の
地
位
な
ど
に

つ
い
て
は
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

っ
て
、
融
和
を
果
た
し
え
な
か
っ
た
。

「
共
生
」
の
理
念
は
、
序
文
の
中
で

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
人

類
全
体
の
利
益
と
幸
福
の
実
現
に
向

け
て
共
に
生
き
共
に
働
く
と
い
う
意

味
で
あ
り
、
互
い
の
協
力
、
共
存
共

栄
と
健
全
で
公
正
な
競
走
と
の
両
立

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
こ

こ
で
い
う
共
生
理
念
は
包
括
範
囲
が

広
く
、
公
正
な
競
争
（
第
三
章
｜

（
5
）
参
照
）
と
の
共
存
が
図
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
て
頂
き
た
い
。

異
文
化
か
ら
き
た
「
人
間
の
尊
厳
L

の
理
念
を
具
体
的
に
理
解
し
実
行
す

る
こ
と
は
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
必

ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、

職
場
環
境
と
生
活
内
容
の
改
善
な
ら

び
に
個
性
と
能
動
的
思
考
を
尊
重
す

る
風
潮
を
育
て
て
い

企

．
め
に
、

の
実
行
が
望
ま
れ
る
。

序
文
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。

「
人
間
の
尊
厳
は
、
一
人
ひ
と
り
の

侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
神
聖
き
と
真

価
を
究
極
の
目
標
と
し
て
お
り
、
他

人
の
目
的
や
、
過
半
数
の
意
見
を
達

成
さ
せ
る
た
め
の
単
な
る
手
段
と
な

っ
て
は
な
ら
な
い
」
。

「
共
生
L

お
よ
び
「
人
間
の
尊
厳
」

と
い
う
こ
つ
の
理
念
は
、
第
二
章
の

一
般
原
則
と
、
第
三
章
の
利
害
関
係

者
に
関
す
る
原
則
に
お
い
て
詳
し
く

具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章

は
企
業
の
責
任
な
ど
に
関
し
て
七
つ

の
一
般
原
則
を
掲
げ
、
第
三
章
は
顧

客
、
従
業
員
及
び
投
資
家
の
み
な
ら

ず
、
協
力
会
社
（
下
請
け
）
、
競
争
相

手
の
地
域
社
会
を
取
扱
う
場
合
の
指

針
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
家
庭
の
主
婦
が
以
上
の
理

念
を
実
行
す
る
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
の
意
見
が
、
多
数
の
会
議

出
席
者
か
ら
出
さ
れ
た
こ
と
は
興
味

深
い
。
先
進
国
に
お
い
て
出
生
率
の

低
下
を
防
ぎ
、
社
会
の
衰
退
を
防
ぐ

こ
と
、
幼
児
の
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
尊
重
す
る
こ
と
、
家
庭
重
視
に
よ

っ
て
人
格
形
成
を
助
け
る
こ
と
、
犯 そ

罪
者
や
麻
薬
患
者
の
増
加
を
防
ぐ
こ

と
、
失
業
問
題
を
緩
和
す
る
こ
と
な

ど
い
ろ
い
ろ
の
良
い
影
響
を
家
庭
の

主
婦
が
与
え
う
る
こ
と
が
再
認
識
さ

れ
た
。
ま
た
、
途
上
国
の
人
口
急
増

や
婦
人
の
身
分
が
問
題
と
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
反
面
、
先
進
国
の
人
口
急

減
が
将
来
世
界
に
も
た
ら
す
問
題
が

軽
視
さ
れ
て
い
る
。

主
婦
が
家
庭
に
お
い
て
果
た
す
役

割
の
重
要
性
が
社
会
と
夫
か
ら
十
分

認
識
さ
れ
、
よ
い
家
庭
を
築
き
上
げ

る
協
力
を
得
ら
れ
れ
ば
、
現
代
社
会

が
直
面
し
て
い
る
多
く
の
社
会
問
題

の
悪
化
を
回
避
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の

問
題
は
批
判
を
恐
れ
て
タ
ブ

l
視
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
十
分
な
議
論
が

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
両
性
平
等

の
基
本
原
則
に
の
っ
と
っ
て
地
球
が

直
面
す
る
現
実
問
題
の
解
決
が
図
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

戸同
uっ“

「
第
一
章
前
文
」

に
つ
い
て

前
文
は
、
次
に
く
る
第
二
章
と
第

三
章
の
背
景
と
理
由
を
説
明
し
て
い

る
。
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
た
と

え
市
場
原
理
に
沿
っ
た
合
法
的
行
動

を
と
っ
て
い
て
も
、
企
業
の
芳
し
く

な
い
行
動
が
お
こ
る
こ
と
が
認
識
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
来
、
経



済
と
社
会
の
健
康
維
持
に
、
市
場
に

お
け
る
自
由
競
争
と
法
律
が
果
た
す

役
割
の
限
界
が
感
じ
ら
れ
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、

企
業
が
自
主
的
に
果
た
す
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
行
動
指
針
は
、

世
界
に
お
け
る
良
き
企
業
市
民
が
そ

の
責
任
を
果
た
す
具
体
的
方
法
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

第

般
原
則
」
に
つ
い
て

一章

第
二
章
の
一
般
原
則
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
が
社
会
改
造
の
強
力
な
担
い
手
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
と
し
、
七
つ

の
行
動
原
則
を
示
し
た
。
企
業
の
責

任
、
経
済
的
・
社
会
的
影
響
お
よ
び

行
動
、
な
ら
び
に
ル

l
ル
尊
重
、
多

角
的
貿
易
体
制
の
支
持
、
環
境
へ
の

配
慮
お
よ
び
違
法
行
為
の
防
止
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
日

本
側
が
主
と
し
て
起
草
し
、
欧
米
側

が
手
を
入
れ
て
完
成
さ
れ
た
。

「
第
三
章
利
害
関
係
者

（

ω
E
S
E
－L2∞
）
の
た
め
の

原
則
」
に
つ
い
て

第
三
章
は
、
米
匡
ミ
ネ
ソ
タ
州
に

あ
る
ミ
ネ
ソ
タ
企
業
責
任
セ
ン
タ
ー

が、

3
M
社
な
ど
の
地
元
の
有
力
企

業
な
ら
び
に
中
小
企
業
と
協
議
し
て

ま
と
め
た
「
ミ
ネ
ソ
タ
原
則
」
を
土

台
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。

企
業
が
関
係
す
る
六
種
類
の
利
害

関
係
者
、

1
）
顧
客
、

2
）
従
業
員
、

3
）
オ
ー
ナ
ー
／
投
資
家
、
4
）
仕

入
先
、

5
）
競
争
相
手
及
び

6
）
地
域

社
会
（
わ
。

5
5
5
E
g）
の
取
扱
に
つ
い

て
の
原
則
を
詳
し
く
規
定
し
て
い
る
。

企
業
の
行
動
指
針
の

普
及
に
つ
い
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う

な
意
見
が

C
R
T
メ
ン
バ
ー
か
ら
出

さ
れ
た
。

一
。
こ
の
行
動
指
針
は
、
企
業
が
形

式
的
に
承
認
し
て
も
実
効
が
伴
わ
な

け
れ
ば
な
ん
に
も
な
ら
な
い
。
企
業

の
方
か
ら
積
極
的
に
採
用
し
て
実
行

す
る
よ
う
に
、
理
解
と
普
及
に
つ
と

め
る
べ
き
だ
。
た
だ
し
、
本
原
則
を

採
用
す
る
企
業
は
、
差
し
支
え
な
け

れ
ば
、
日
本
の
場
合
、
コ

l
円
卓
会

議
日
本
委
員
会
（
国
際

M
R
A
日
本

協
会
内
）
に
そ
の
旨
を
表
明
し
て
頂

き
た
い
。

二
。
ま
ず
、
日
・
米
・
欧
の
各
地
域

が
そ
の
地
域
に
適
合
し
た
方
法
で
普

及
活
動
を
行
な
お
う
。

三
。
そ
の
後
各
地
域
か
ら
行
動
指
針

用
の
実
一

反
響
、
企
業
の
利
益
や

安
定
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
情

報
を
収
集
し
て
交
換
し
、
相
互
の
普

及
活
動
に
役
立
て
よ
う
。

四
。
行
動
指
針
を
既
に
成
功
し
て
い

る
企
業
に
適
用
す
る
こ
と
は
問
題
が

比
較
的
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

不
景
気
の
時
、
事
業
が
好
調
で
な
い

と
き
、
競
争
が
激
化
し
て
い
る
と
き
、

異
常
に
大
き
な
利
益
を
得
る
誘
惑
が

目
前
に
あ
る
と
き
、
汚
職
や
談
合
が

広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
、
同
業

者
の
大
多
数
が
非
倫
理
的
行
動
を
と

っ
て
い
て
生
き
残
る
た
め
に
や
む
を

得
な
い
と
感
じ
ら
れ
る
と
き
な
ど
に
、

こ
の
指
針
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た

し
う
る
か
に
関
心
が
も
た
れ
た
。

五
。
上
記
と
関
連
し
て
、
キ
ヤ
ノ
ン

の
賀
来
龍
三
郎
会
長
は
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
た
。
「
企
業
に
は
そ
の
状
況

か
ら
み
て
次
の
四
種
類
が
あ
る
。
段

階
的
に
進
化
し
て
い
く
場
合
も
あ
ろ

う
し
、
一
気
に
第

3
ま
た
は
第
4
段

階
に
到
達
で
き
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
L

1
）
資
本
主
義
そ
の
も
の
を
適
用

し
て
い
る
企
業
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で

あ
る
が
、
労
使
対
立
な
ど
問
題
も
多

2
）
労
使
協
調
が
あ
っ
て
企
業
が

運
命
共
同
体
を
な
し
て
い
る
が
、
地

域
社
会
な
ど
へ
の
視
占
け
る
。

3
）
企
業
が
利
害
関
係
者
や
地
域

社
会
へ
の
責
任
を
分
担
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
国
際
摩
擦
の
よ
う
な
問

題
の
処
理
が
困
難
で
あ
る
。

4
）
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題

の
解
決
に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
段
階
で
は
、
企
業
が
貿
易
・

経
済
問
題
、
貧
富
の
格
差
、
環
境
問

題
、
次
世
代
へ
の
責
任
な
ど
の
世
界

的
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ト」でつ。

六
。
普
及
活
動
は
、
企
業
内
、
企
業

団
体
、
大
学
、
な
ど
で
の
セ
ミ
ナ
ー

や
教
育
、
な
ら
び
に
講
演
、
著
書
、

広
報
雑
誌
、
学
会
な
ど
で
の
発
表
や

引
用
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
考
え

ら
れ
る
。

七
。
将
来
は
日
・
米
・
欧
以
外
の
地

域
へ
の
普
及
が
望
ま
し
い
が
、
地
域

や
国
に
よ
っ
て
普
及
の
可
能
性
が
異

な
ろ
う
。

po 
つ臼

高
瀬
保
（
た
か
せ
・
た
も
つ
）

一
九
三
二
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
大

学
卒
。
大
蔵
省
関
税
局
採
用
、
ガ
ッ
ト

な
ど
担
当
8
年
間
勤
務
。
六
三
年
ガ
ッ

ト
事
務
局
に
出
向
、

二
十
九
年
間
勤
務
。

（
途
中
大
蔵
省
退
職
）
九
二
年
ガ
ッ
ト
事

務
局
を
部
長
で
定
年
退
職
。
東
海
大
学

法
学
部
教
授
就
任
。
国
際
経
済
法
及
び

国
際
組
織
法
担
当
。
現
在
に
至
る
。
著

書
「
ガ
ッ
ト
と
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
」

（
東
洋
経
済
新
報
社
）



コー円卓会議・企業の行動指針

-コ一円卓会議は、世界の企業経営関係者が経済、社会状況の改善のために重要な役割を果たさ
なければならないと確信する。私たちの抱負を綴ったこの文書は、企業行動の是非を判断する

世界的な基準を示そうとするものである。私たちは互いに共有する価値観を確認し、異なる価
値観の調整を図り、それによってすべての人々から受け入れられ尊敬される企業行動のあり方
を明らかにする作業を始めたいと思う。

これらの原則は、「共生」と「人間の尊厳」というこつの基本となる倫理的理念に根ざしている。
日本から示された「共生」という概念は、人類全体の利益と幸福の実現に向けて共に生き共に
働くという意昧であり、互いの協力、共存共栄と健全で公正な競争との町立を図ろうとするも
のである。「人間の尊厳」は、一人ひとりの侵されることのない神聖さと真価を究極の目標とし

ており、他人の目的や、過半数の意見を達成させるための単なる手段となってはならない0.・
第2章の一般原則は「共生」と「人間の尊厳」の精神を明らかにし、第3章のステークホパアマ
ーズ（企業をとりまく利害関係者）の原則は、それらの理念の具体的な適用のあり方を示して
いる。

その表現や形式において、この文書はミネソタ企業責任センターがまとめた「ミネソタ原則
(Minnesota Principl巳s）」に負うところか大きい。同センターは、日本、米国並びに欧
州の代表から成るこの文書の起草委員会を主催し議長の役をつとめた。

企業行動は、国家聞の関係や人類の繁栄、福利に影響を及ぼす。企業はしばしば国家聞の最初

の橋渡しの役割を担い、そのあり方が社会的、経済的変革をもたらすことから、世界中の人々
が感じる恐れや信頼にも重大な影響を及ぼす。コ一円卓会議のメンパーはまず自らを正すこと
を第ーとし、「誰が正しいかではなく何が正しい力＼」を明らかにしようとしている。

四国E圏
雇用や資本、商晶、技術の活発な移動により、企業による取引活動やそれが及ぼす影響はます
ますグローバル化している。
企業行動の規範として法と市場の力がもちろん必要ではあるが、それだけでは十分とはい命

企業が自らの方針や行動に対して責任を負うことと、ステークホルダーズ（企業をとりまく利
害関係者）の尊敬と利害を尊重することが基本となる。

繁栄を分かち合う責務などの価値観を共有することは、小規模な地域コミュ二ティのみならず
グローバルなコミュ二ティにおいても重要である。

以上の理由と、社会を前向きに変革していく上で企業が力強い担い手となり得るとの確信から、
私たちは企業責任を模索するビジネスリーダーによる対話と行動の拠りどころとして以下の諸
原則を提案する。こうした提言を行うことによって、企業の意思決定において道徳的価値が必
要不可欠であることを私たちは主張したい。道徳的価値を持たずして、安定したビジネス関係
や持続可能な世界コミュ二ティを実現することは望み得ない。

E軍E彊園困盛田
原則 l 企業の責任一一一株主のみならずステークホルダーズ（企業をとりまく利害関係者）全
体に対して

可

dつ臼



企業の社会的存在価値は、企業が新たに生み出す富と雇用、消費者に対して質に見合った適正

な価格で提供する市場性のある商昂とサービスにある。そうした価値を創造するためには、企

業は自らの経済的健全性と成長力を維持することが不可欠であり、単に生き残りをかけるだけ
では十分とはいえない。

企業はまた自らが創造した富を分かち合うことによって、あらゆる顧客、従業員並びに株主の

生活の向上をはかる役割を有しているO 仕入先や競争相手も、企業が自らの義務を誠実かつ公
正の精神で全うすることを期待することが望まれる。さらに事業活動が行われる地方、園、地

域並びに地球コミュ二ティの「責任ある市民」として、企業はそれらコミュニティの将来を決
定する一翼を担っている。

原則2 企業の経済的、社会的影響一一革新（イノベ－ション）、正義並びに地球コミュ二テイ
を目指して

諸外国に拠点を置いて開発や生産、販売に携わる企業は、生産的雇用の創出と国民の購買力の

向上を支援することによって、それらの国々の社会的発展に貢献しなければならない。企業は
また事業活動を行う国々の人権、教育、福祉、活性化に貢献すべきである。

企業は、効率的で適正な資源の利用、自由で公正な競争、さらには技術や生産方式、マーケテ

イング、コミュ二ケ－ションの革新に積極的に取り組むことによって、事業活動を行う国のみ
ならす、地球コミュニティ全体の経済、社会の発展に貢献しなければならない。

原則3 企業の行動一一一法律の文言以上に信頼の精神を

企業秘密保持の正当性を受け入れる一方、裏表がなく、率直で、真実在語り、約束を遵守し、

透明であることが、企業自らの信用と安定のみならず、商取引、特に国際的な取引の円滑化と

効率化に役立つことを認識しなければならない。

原則4 ルールの尊重

貿易摩擦の回避と、より自由な貿易、平等な競争条件、あらゆる関係者の公正かつ衡平な処遇
を促進するために、企業は国際的ルール並びに圏内のルールの商方を尊重しなければならない。
さらに企業行動の如何によっては、たとえそれが合法的で、はあっても芳しくない結果をもたら

すことがあることを認識すべきである。

原則5 多角的貿易の支持

企業は、 GATT／世界貿易機関（WTO）その他国際協定に基づく多角的貿易体制を支えてい
かなければならない。企業はまた自国の政策目標を尊重しつつも、漸進的で適正な貿易自由化

の推進と、世界貿易を不当に妨げる国内規制の緩和の促進に協力を惜しんではならない。

原則6 環境への配慮

企業は環境を保護し、可能な場合には環境を改善し、持続可能な経済発展を推進し、天然資源

の浪費を防止しなければならない。

原則7 違法行為等の防止

企業は贈収賄やマネーロンダリング（不正資金浄化）その他の汚職行為に関与したり、それら
を看過することがあってはならない。さらに付言するならば、企業はそうした行為を排除する

ために関係者と積極的に協力すべきである。テ口行為や麻薬取引、その他組織的犯罪に利用さ
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れる武器等の取引を行ってはならない。

第3章 ステークホルダーズ（企業をとりまく利害関係者）に｜対する原則｜

( 1 ）顧客

私たちは、すべての顧客に敬意を持って接することを信条とする。顧客が私たちの商昂やサー

ビスを直接購入しようと、あるいは間接に市場で求めようと、この信条に変わりはない。その
ために、私たちは以下の責任を有する。

－顧客の要請に合致する高昂質の商昂並びにサービスを提供する。

－私たちの商取引のあらゆる場面において顧客を公正に遇する。それには、高水準のサービ
ス並びに顧客の不満に対する補償措置を含むものとする。

－私たちの商昂及びサービスを通じて、顧客の健康と安全並びに環境の質が維持され向上さ

れるようあらゆる努力を傾注する。

－商昂並びにマーケテイング、広告を通じて人間の尊厳を侵さないことを約束する0
．顧客の文化や生活様式の保全を尊重する。

( 2 ）従業員

私たちは従業員一人ひとりの尊厳と、従業員の利害を真剣に考慮することの重要性を確信する。
そのために、私たちは以下の責任を有する。

－仕事と報酬を提供し、働く人々の生活条件の改善に資する。
・一人ひとりの従業員の健康と晶格を保つことのできる職場環境を提供する。

－従業員とのコミュニケ－ションにおいては誠実を旨とし、法的及び競争上の制約を受けな

いかぎり情報を公開してそれを共有するよう努める。
・従業員の提案やアイディア、要請、不満に耳を傾け、可能な限りそれらを採用する0
．対立が生じた際には誠実に交渉を行う。

－性別、年齢、人種、宗教などに関する差別的な行為を防止し、待遇と機会の均等を保証す
る。

－能力差のある人々を、それらの人々が真に役立つことのできる職場で雇用するよう努める0
．従業員を職場において防ぎうる傷害や病気から守る。

－適切で他所でも使用できる技術や知識を、従業員が修得するよう奨励し支援する。 幽‘

・企業の決定によってしばしば生じる深刻な失業問題に注意を払い、政府並びに被雇用者団 司，

体、その他関連機関並びに他の企業と協力して混乱を避けるよう対処する。

( 3 ）オーナー、投資家

投資家が私たちに寄せる信頼に応えることの重要性を理解する。そのために、私たちは以下の

責任を有する。

－オーナーの投資に対して公正で競争力のある利益還元を図るため、経営の責任を担う者と
して企業経営に精励する。

・法的及び競争上の制約を受けないかぎり、オーナーや投資家に対して関連情報を公開する0

・オーナーまたは投資家の資産の保持、保護、拡大を図る0

・オーナーまたは投資家の要請、提案、苦情並びに正式な決議を尊重する。

( 4 ）仕入先

仕入先や協力会社（下請け）との関係は相互信頼に基づくべきである。そのために、私たちは
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以下の責任を有する。

・価格の設定、ライセンシンク‘（知的所有権の実施許諾）、販売権を含むすべての企業活動に

おいて公正と正直とを旨とする。

・企業活動が圧力や不必要な裁判ざたによって妨げられることのないように努める。

・仕入先と長期にわたる安定的な関係を築き、見返りとして相応の価値と晶質、競争力及び

信頼性の維持を求める。

－仕入先との情報の共有に務め、計画段階から参画できるように努める。

－仕入先に対する支払いは、所定の期日にあらかじめ同意した取引条件で行う。

－人間の尊厳を重んじる雇用政策を実践している仕入先や協力会社（下請け）を開拓、奨励

並びに選択する。

( 5 ）競争相手

私たちは、公正な経済競争こそが国家の富を増大し、ひいては商昂とサービスの公正な分配を

可能にする基本的な要件の一つであると確信する。そのために、私たちは以下の責任を有する。

－貿易と投資に対する市場の開放を促進する。

・社会的にも環境保全の面においても有益な競争を促進するとともに、競争者同士の相互信

頼の範を示す。

・競争を有利にするための疑わしい金銭の支払いや便宜を求めたり、関わったりしない0

．有形財産に関する権利及び知的所有権を尊重する。

・産業スパイのような不公正あるいは非倫理的手段で取引情報を入手することを拒否する。

( 6 ）地域社会

事業活動が行われる地域社会で改革や人権擁護のために活動する団体に対して、私たちはグロ

ーパルな企業市民として何らかの貢献ができると確信する。そのために、私たちは以下の責任

を有する。

－人権並びに民主的活動を行う団体を尊重し、可能な支援を行う0

・政府が社会全体に対して当然負っている義務を認識し、企業と社会各層との調和のある関

係を通して人間形成を推進しようとする公的な政策や活動を支援する。

－健康、教育、職場の安全、並び、に経済的福利の水準の向上に努力する地域社会の諸国体と

協力する。

・持続可能な開発を促進、奨励し、自然環境の保護と地球資源の保持に主導的役割を果たす0

・地域社会の平和、安全、多様性及び社会的融和を支援する。

－地域の文化や生活様式の保全を尊重する。

・慈善寄付、教育及び文化に対する貢献、並びに従業員による地域活動や市民活動への参加

を通して「良き企業市民」となる。

j r企業の行動指針」（日本語版）完成しました
i一部500円（学生300円 共に送料込）でおわけします。
！十部以上ご注文の場合は一部300円となります。お申込み

はMRA事務局（03-3821-3737）へお願いします。
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保之加藤

世
界
九
ヶ
国
か
ら
ナ
六
名
の
若
者
達
が
集
ま
っ
た

今
年
の
一
月
か
ら
十
二
週
間
に
わ

た
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
行
わ
れ
た

第
二
十
回
国
際
青
年
育
成
ス
タ
デ
ィ

！
コ

l
ス
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回

の
コ

l
ス
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ィ
ジ

l
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー

シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
台
湾
、
そ
し
て

日
本
の
九
ヶ
国
か
ら
十
六
名
の
若
者

が
集
ま
り
、

ニ
ヶ
月
間
を
共
に
過
ご

し
ま
し
た
。

前
半
は
メ
ル
ボ
ル
ン
市
の

M
R
A

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
「
ア

l

マ
」
で
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
六
週

間
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
講
師
陣
と

し
て
、
元
教
育
大
臣
で
、
今
で
も
人
々

の
尊
敬
を
集
め
る
キ
ム
・
ビ

1
ズ
リ

l
氏
を
初
め
、
前
労
働
組
合
全
国
委

員
長
や
ボ

1
ト
ピ

l
プ
ル
と
し
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
、
そ
の
後

努
力
を
重
ね
て
弁
護
＠

な
っ
た
ベ

ト
ナ
ム
人
青
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
社

会
の
指
導
者
、
社
会
学
者
等
、
様
々

な
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
人
々
が
来
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
一
人
ひ
と

り
が
自
国
の
社
会
、
文
化
、
宗
教
、

習
慣
な
ど
を
紹
介
し
合
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
り
、
各
国
の
歌
や
踊
り
や
料

理
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

こ
の
問
、
炊
事
や
掃
除
、
芝
刈
り

な
ど
の
当
番
も
あ
り
、
チ
ー
ム
の
一

員
と
し
て
働
く
こ
と
を
覚
え
た
り
（
面

白
い
も
の
で
、
料
理
り
や
ス
ポ
ー
ツ

の
時
に
な
る
と
、
皆
協
調
性
を
欠
い

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
）
、
ス

ポ
ー
ツ
や
音
楽
、
そ
し
て
ド
ラ
マ
（
寸

劇
）
の
ク
ラ
ス
で
は
自
分
で
も
こ
れ

ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
、
ま
た
は
忘

れ
て
い
た

H
仕
事
や
勉
強
以
外
で
の

H

興
味
や
可
能
性
を
発
見
し
ま
し

た。ア
ジ
ア
と
の
架
け
橋
に

後
半
の
六
週
間
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
（
野
外
実
習
）
で
各
地
を
訪

ね
ま
し
た
。
先
ず
二
週
間
を
首
都
キ

ャ
ン
ベ
ラ
で
過
ご
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ベ
ラ
は
街
中
に
緑
溢
れ
る
美
し
い

都
市
で
、
僕
は
す
っ
か
り
気
に
入

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
し
い
国
会
議

事
堂
は
八
回
以
上
も
訪
問
し
、
外
交

委
員
長
や
大
蔵
大
臣
を
初
め
と
す
る

政
治
家
と
会
見
し
た
り
、
上
院
の
議

事
を
傍
聴
す
る
と
い
う
貴
重
な
体
験

も
得
ま
し
た
。

ま
た
現
地
の
ビ
ル
マ
人
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
入
社
会
の
指
導
者
た
ち
ゃ
世
界

的
に
著
名
な
地
質
学
者
の
グ
リ
ー
ン

博
士
と
も
親
し
く
話
を
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
日
曜
日
に
は
ホ

l
ム

ス
テ
イ
先
の
御
主
人
の
勧
め
で
戦
争

記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
ア

l
マ
滞
在
中
に
台
湾
人
参

加
者
と
日
本
と
台
湾
の
歴
史
に
つ
い

て
涙
な
が
ら
に
語
り
合
っ
た
こ
と
と

併
せ
て
、
僕
の
将
来
を
左
右
す
る
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
歴
史
は
い
つ
ま

で
も
人
々
の
心
の
底
に
生
き
続
け
て

い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
時

代
を
担
っ
て
い
く
世
代
の
一
員
と
し

て
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
責
任
を
果

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

僕
の
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
ア
ジ
ア

の
国
々
と
の
架
け
橋
作
り
の
為
に
少

し
で
も
役
立
て
た
い
と
心
に
決
め
ま

し
た
。
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ア
ボ
リ
ジ
ニ
！
の
町
な
ど
も

訪
れ
る

キ
ャ
ン
べ
ラ
の
後
は
、

二
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
シ
ド
ニ
ー
と
ア

デ
レ

l
ド
に
向
か
い
ま
し
た
。
僕
は

ア
デ
レ

l
ド
組
に
参
加
し
、
ア
ボ
リ

ジ
ニ

l

（
豪
先
住
民
族
）
の
町
な
ど

を
訪
ね
ま
し
た
が
、
多
民
族
多
文
化

主
義
政
策
が
か
な
り
機
能
し
て
い
る

か
の
よ
う
に
見
え
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
社
会
の
暗
黒
面
を
ま
・
ざ
ま
ざ
と
見

せ
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
支
援
活
動
を
精
力
的
に
さ
れ
て
い

る
M
R
A
専
従
の
マ
イ
ク
・
ブ
ラ
ウ

ン
氏
宅
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
三
月
に

行
わ
れ
た

M
R
A
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
帰

国
し
た
ば
か
り
の
氏
よ
り
現
地
情
勢

を
伺
っ
た
り
、
奥
さ
ん
に
僕
の
将
来

の
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
乗
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
各
地
で

M
R
A
専
従

の
皆
さ
ん
や
、
彼
ら
を
支
援
す
る
沢

山
の
「
普
通
の
人
々
」
に
出
会
い
交

流
で
き
た
こ
と
も
と
て
も
大
き
な
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

正
直
、
率
直
さ
と
い
う
も
の
の

大
切
さ

ア
デ
レ

l
ド
に
三
週
間
滞
在
し
た

後
は
、
再
び
ア

l
マ
に
戻
り
、
シ
ド

ニ
ー
組
と
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
す
ぐ
、
四
泊
の
キ
ャ
ン
プ
に

出
か
け
、
食
事
や
睡
眠
の
時
間
さ
え

惜
し
む
よ
う
に
、
お
互
い
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
体
験
や
、
コ
ー
ス
後

の
計
画
な
ど
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

彼
ら
と
は
兄
弟
姉
妹
の
よ
う
に
親
し

く
な
り
、
遠
く
離
れ
た
今
で
も
そ
の

気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ま

で
互
い
に
理
解
し
合
い
親
し
く
な
れ

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
や
職
場

の
仲
間
た
ち
と
長
い
間
一
緒
に
過
ご

し

て

い

そ

う

は

あ

り

ま

せ

ん

で

・クッキングチームの仲間Ji圭と

し
た
。
彼
ら
と
の
交
流
を
通
し
て
、

正
直
、
素
直
さ
と
い
う
も
の
が
ど
れ

ほ
ど
大
切
な
こ
と
か
と
い
う
こ
と
が

身
に
泌
み
て
分
か
り
ま
し
た
。
彼
ら

と
共
に
過
ご
し
た
三
ヶ
月
間
は
、
僕

の
こ
れ
ま
で
の
人
生
最
良
の
時
で
し

た
。
こ
の
九
ヶ
月
間
、
時
に
は
し
ん

ど
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も

沢
山
の
方
々
に
支
え
て
頂
き
ま
し
た
。

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最

後
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
イ
ギ

リ
ス
へ
と
、

M
R
A
理
事
で
こ
の
一

月
に
亡
く
な
ら
れ
た
川
口
昌
宏
氏
の

講
演
録
「

M
R
A
の
幸
福
へ
の
技
術
」

を
常
に
携
え
て
い
た
こ
と
を
申
し
添

え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
終
）

・得意の令子の腕前を披’践する

32 
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.. ．つL、先日、IMAJニュースNo.75をお届けした

ばかりですが、 No.76をお屑け致します。色々と

お伝えすべき出来事が多くなり、今号は32ページ

にもなってしまいました。 10月のMRA日本キャン

ペーンについてもお伝えしたかったのですが、ス

ペースと時間の関係で次号で特集します。来年も

年4回の発行を予定していますので、ご意見やご

要望がございました・ら是非お寄せ下さるようお願

い致します。

．この機関誌の発送はもとより、事務局の様々な

仕事のかなりの部分がボランティアの皆様方のご

奉仕によって賄われています。ワープロやコンピ

ュータ一、簡単な翻訳やテープ起こし、または封

筒の宛名ラベル貼りやMRAの資料や書籍の整理、

ETC。とにかく何でも結構ですから週一回、ある

いは十日に一回位なら手伝える、そんな方がいら

っしゃれば是非事務局までご一報下さるようお願

い申し上げます。

．本年の皆様方の様々なご支援にお礼を申し上げ

ますと共に、 95年が皆様にとって良い年となりま

すことを事務局一同願っております。来年もどう

ぞ宜しくお願い致します。

通信


